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東京学友同窓会設立30周年と今後への期待 

放送大学東京学友同窓会第4代会長 齊藤 成吾 

最初に、ここに 30 周年記念誌

を発行することができますことに

対し、関係者の皆様のご協力とお

力添えをいただきましたことに対

して感謝とお礼を申し上げます。 

東京学友同窓会の設立は東京第

一同窓会が1990(H2)年11月、東 

京第二同窓会が1991(H3)年3月。その後、2012年4

月に東京世田谷学習センターが東京渋谷学習センタ

ー・渋谷への移転に伴い、東京第一同窓会は、その

活動ができないことから、2015(H27)年4月に東京文

京同窓会と合併、現在は、同窓会の中にも、卒業生

であり学生でもある多くの同窓会会員約1,200名を

有する同窓会として、その名称も、東京学友同窓会

と変更、活動することにいたしました。 

2021 年3月に設立30周年を迎えたことになりま

すが、コロナ禍で、30周年記念祝賀会の開催は、秋

季にでもできれば幸いだと考えております。   

また、同窓会連合会には、現在、全国全ての同窓

会が加盟、その総数は約12、250名であり、当学友

同窓会の会員数はその約 10％を有するものであり、

その同窓会活動についても、中核的な形で展開して

いくことが求められているといっても過言ではない

と考えております。その内容については、「2019 年

度同窓会活動の現状」アンケート結果報告(概

要)(*1)をご参照の程お願いします。 

(*1)：資料編「６．全国同窓会活動に対するアンケート結果

報告(概要)参照願います。 

 顧みて、当同窓会設立20周年記念誌を2011(H23)

年10月付け発行。その年の3月11日には、東日本

大震災が発生したため、急遽、「NHKにおける放送大

学卒業修了授与式及び同祝賀パーティ」の開催が急

遽中止されました。今回の30周年記念誌の発行は、

コロナ禍における年のそれであり、私にとりまして

は、20 周年及び30 周年記念誌の両発行に関わるこ

とになり、忘れがたいものになりました。 

また、特筆すべきは東京文京 SC における学園祭

等開催が教職員・学生サークル＆同好会・同窓会か

らなる実行委員会(*2)という組織化した中で実施さ

れるようになったことです。 
 (*2)：「放送大学東京文京学習センター学園祭等連絡協議会」 

    に対する申合わせ(2019.1.17付け)⇒三位一体組織化 

    内容：①学園祭の組織的な取組、②その他学生及び卒

業生・修了生の成果発表に関わる組織的取組 

       ③上記に関わる学習センター内の情報共有化 

東京文京 SC における学園祭の開催、特に筑波大

学・放送大学新校舎移転後の学園祭(茗荷祭)開催に 

 

 

つきましては、東京学友同窓会が主導的な役割を担

う形で実施、その学園祭(茗荷祭)記録集も2014年度

より発行しており、17～18からなる学生・＆同好会

と教職員・同窓会が参加したものになりました。そ

の詳細につきましては、当東京学友同窓会の主な活

動紹介をご参照願います。 

 また、当同窓会では、東京第一同窓会と合併した

こともあり、情報共有化の視点から、東京学友同窓

会活動に対する「見える化」を図ることにしました。

具体的にはこれまでの東京第一同窓会活動並びに東

京文京同窓会活動の主要な活動の比較表作成、事務

局と会計対応については、「フロー化」等の作成を実

施しました。 

 当同窓会では、東京文京SCと東京渋谷SCの両SC

を考慮した対応を下記の通り実施してまいりました。 

①所長・事務長と役員との懇談会 

②同窓会会報発行時の掲載内容＆HP掲載等 

③新入会員募集 

④卒業・修了学位記授与式及び入学時対応等 

上記に対する当事務局対応は、特に大変だったので

はないかと事務局関係者に感謝しております。 

コロナ禍収束と東京学友同窓会活動、今後への期待 

 今回のコロナ禍における当同窓会活動は、リモー

トWeb会議による総会、役員会、会報の編集作業等

に限定した対応を以て、2020年度を終了することに

なりました。同時に、社会の想像を絶する大きな変

化とそのスピードに、放送大学も当同窓会対応も例

外ではないとの思いを強くしております。 

放送大学学長から、今回、下記メッセージをいた

だいており、『同窓会創立30周年という今年は、放

送大学が、放送というメディアに加えて、ウエブ利

用の側面でも日本の高等教育を主導する立場になれ

るか否かの大きな分かれ目で、学生や大学の関係に

も大きな変革が押し寄せてきます。同窓会におかれ

ましても、このような変革の時代であるという自覚

を大いにもっていただき、大学の自己改革に積極的

に参加し、21世紀中葉に向けたポスト新型コロナ禍

危機の時代の同窓会のあるべき姿を追及されるよう

お願い』とされております。同時に、当同窓会に対

しても、情報のリテラシーとして、学生に対するパ

ソコン習得のサポートを要請されております。 

 今後の当学友同窓会活動、その発展のためには、

例外はなく、先ずは、上記趣旨を踏まえた活動に、

「動くことが力になる」との思いを強くしており、

関係者各位のお力添えとご協力の程よろしくお願い

いたします。 
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放送大学理事・第８代学長 來生 新 

東京学友同窓会の30周年おめでとうございます。 

東京世田谷学習センターの同窓

会としてスタートされた東京第一

同窓会が、2012 年に同センターの

東京渋谷学習センターへの移転に

伴い、その後同窓会活動ができない

ことから一時中断されていました

が、その後2015年より東京文京学 

習センターの東京学友同窓会と一体化して、今日に至

るまで、30年の長きにわたり同窓会活動を支えてこら

れた多くの方々のご努力に敬意を表するとともに、学

長として深く感謝を申し上げます。  

30年前の1990年、日本は前年に昭和から平成に御

代が変わり、平成2年は、国内的にはバブル景気の最

後の年で、翌年から平成不況が始まる。「アーヤ」と

呼ばれた礼宮文仁親王のご成婚により秋篠宮家が誕

生。当時の内閣は海部内閣。ちびまる子ちゃんのアニ

メが放送され、主題歌「踊るぽんぽこりん」が大流行。

世界的に見れば、前年 89 年に中国で天安門事件が発

生、90年はベルリンの壁が崩壊し、東西ドイツが統合

されるという、戦後の世界史の大転換。東西冷戦構造

が崩れ、旧社会主義国が大きく姿を変えるという激変

の年でありました。 

星霜ここに30年、令和2年の今年、御世は平成か

ら令和に変わり、秋篠宮が皇位継承第二位となり、立

皇嗣の礼が行われ、秋篠宮家のプリンセスのご結婚問

題が世間をにぎわす状況で、この 30 年は、皇室で見

ればまさに一世代。「ちびまる子ちゃん」の作家、さ

くらももこさんも 2018 年にはお亡くなりになってい

る。人の世の盛衰のあわれ。 

また、30年前は東西の冷戦構造が大きく崩れるとい

う世界史的な規模での大きな出来事を経験し、今年は

新型コロナの世界的蔓延という、これまた世界史に記

録される大激変の年。このような諸現象を前に、個別

の現象は異なるけれど、30年単位でみれば、まさに歴

史は繰り返し、History repeats itself という言葉

を実感。 

このような感慨を前提に、アフターコロナの放送大

学と同窓会の今後の 30 年を見据えて、同窓会活動に

対する要望をまとめておきたいと思います。 

今年新型コロナ禍によって始まった顕著な動きは、

何といっても、対面から非対面への情報伝達への大き

なうねりともいうべき動きです。放送大学も一学期の

面接授業のすべてを中止して、本部教員によるズーム

を利用した非対面の同時双方向遠隔面接や、オンディ 

 

マンドのオンライン授業型の非対面の面接授業に切

り替えました。通学制の大学も様々な形で対面の授業

を遠隔授業に切り替え、サラリーマンの間でも通勤を

しない在宅勤務が一般化しました。 

社会全体でこのような大幅な切り替えが可能にな

ったのも、さまざまなウェブ利用の情報交換を支える

技術の進歩と、ソフトの安価化があったからです。こ

のような社会の動きは、もはや不可逆的なものになっ

ていると言えます。 

放送大学もこのような流れの中で、近未来において

様々な内部改革を行わなければなりません。現在オン

ライン授業はオンディマンド型のみですが、そこに同

時双方向型のオンライン授業（今年一学期の経験を生

かしたもの）を導入したり、これも今年度やむを得ず

行った在宅での単位認定試験を導入して、学生が在宅

でインターネット利用で試験を受ける CBT(computer 

based test) に切り替えること、放送授業の割合を相

対的に減じ、オンライン授業の割合を相対的に増やす

ことなどが、遠い将来の課題ではなく、数年のうちに

どのように実現すべきか、という現実の課題になって

います。 

その際の最大の課題は、放送大学の学生中に占める、

コンピュータやインターネット使用能力のない学生

の割合を、どのように減少させるかという課題です。 

試験をしないで、誰でも大学入学ができる放送大学

は、相対的に高齢者の割合が多く、その分、コンピュ

ータを使えない学生の割合が高くなっています。入学

試験を行わないという、放送大学の基本的な仕組みを

変えることはあり得ませんから、入学者にコンピュー

タ教育をどのように行うかが当面の喫緊の課題です。 

これまでも面接授業や各学習センターでの学生サ

ークルによるボランタリーなコンピュータ利用の初

歩的教育を行ってきましたが、それをより本格的に展

開する必要があります。もっとも大きな学習センター

である文京学習センターの同窓会、東京学友同窓会に

対する期待の一つは、このようなコンピュータ利用能

力の向上教育への貢献です。 

同窓会メンバーには多様な経験を積まれた方が多

数存在します。大学もこれから新たなコンピュータ習

熟教育の企画練り、実現していきますが、その過程で、

東京学友会に代表される同窓会の皆さんのお知恵と

実施への積極的参加をお願いしていくことになりま

す。 

大学側の企画立案の課程や、実施プランの作成が具

体化する過程で、改めて皆さんには様々な情報提供や、

協力をお願いをすることになりますが、皆さんの積極

的参加を期待して、皆様に対するお祝いの言葉に代え

ます。 

同窓会設立30周年記念に寄せて
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30年前の決断 

東京文京SC第９代所長 林 徹 

東京学友同窓会の設立 30 周年

を心よりお祝いするともに、その

ような意義のある機会に幸運にも

立ち会えたことをたいへんありが

たく、またうれしく思っています。

東京学友同窓会はかつての東京第

一学習センターと東京第二学習セ

ンターの同窓会に由来し、前者は 

1990年10月に、後者は1991年2月に設立されたと

うかがっています。学生同士の接触の機会が少ない

通信制の大学という環境で、同窓会を立ち上げるこ

とは容易ではなかったはずです。そうした困難な条

件の下、1985年4月に学習センターへの学生の受け

入れが始まってからわずか数年後に同窓会を立ち上

げた卒業生のみなさんのご苦労が偲ばれます。 

 ところで、30 年前といえば1991 年ですが、その

ころ私は、ウイグル語の勉強のため、前年11月にイ

スタンブルから初めて中国の新疆ウイグル自治区の

首都ウルムチに入り、５ヶ月間の滞在を終えようと

していました。私の専門は言語学で、特にトルコ語

をはじめとするトルコ系の言語（チュルク諸語と言

います）の研究ですが、このときまで、私はトルコ

国内で話されるトルコ語しか話すことができません

でした。しかし、トルコ語と同系統の言語は、中国

からヨーロッパに至るユーラシアの広い地域に数多

く分布しています。それらの言語については、文献

などによる間接的な知識しかありませんでした。そ

こで、一念発起して、イスタンブルから約５千キロ

離れたウルムチを訪れることにしたのです。 

 当時イスタンブルから湾岸のシャルジャとウルム

チを経由して北京まで、まだ中国民航から変わった

ばかりの中国国際航空の便が週に１回飛んでいまし

た。1990年8月にイラク軍がクウェートに侵攻した

ことを受け、アメリカ軍を中心とした多国籍軍がイ

ラクへの攻撃を開始するのではないかと言われてい

た時期で、果たしてイスタンブル・北京便が飛ぶか

どうか心配しましたが、11月までの時点で多国籍軍

に動きはなく、同便は無事イスタンブルを離陸しま

した。機内には私を含めて乗客はわずか３人、それ

が、アラブ首長国連邦のシャルジャで、中国に戻る

多くの出稼ぎの人たちが乗り込んできて、満席とな 

 

 

 

 

りました。ヒンドゥークシュ山脈を超えて早朝のウ

ルムチに到着したものの、降りたのは私ひとりで、

他の乗客全員が北京に向かって再び飛び立っていき

ました。 

 トルコ語と同系統の言語なので何とかなるだろう

という私の甘い見込みは見事に外れ、5 ヶ月間ウイ

グル語と格闘することになりましたが、トルコ系の

諸言語が話される地域の西端の言語と東端の言語を

知る機会を持てたのは、その後の研究に非常に役立

ちました。特に、トルコ語に較べてはるかに複雑な

ウイグル語の発音や文法に触れられたことは、トル

コ語を基準としてトルコ系の言語を理解しようとし

ていたそれまでの私の考えを大きく変えるきっかけ

となりました。もし30年前にウイグル語を勉強しよ

うと思わなかったら、私の視野は狭いままだったの

ではないかと思います。 

 30 年前に同窓会を作ろうと考えた皆さんの先輩

たちにも、前例のない試みを実現するために、たい

へんなご苦労があったのではないでしょうか。しか

も、私のように自分ひとりの問題ではなく、多くの

卒業生という相手のあるプロジェクトでしたから、

その苦労は並大抵のものではなかったはずです。 

 新たなことを始めるには多くの障害があります。

もっとも大きな障害は、現状を変えることへの抵抗

です。特に、現状に明白な問題がない場合、新しい

プロジェクトに対する好意的な反応は稀です。「わざ

わざそのようなことを始める必要があるのか？」と

いう言葉が投げかけられ、冷たい視線が向けられま

す。こうしたことを思うとき、30年前に同窓会を立

ち上げた方々の勇気と忍耐力に対し、敬意を抱かず

にはいられません。 

 さらに敬服すべきは、2015年に東京渋谷と東京文

京の２つの学習センターの同窓会を合併し、その後

も、2018年からは在学生も会員とする東京学友同窓

会に改組するなど、不断の自己変革を続けている点

です。このような東京学友同窓会の活動を見習い、

学習センターも新しい試みを継続し、自己変革に努

めるべきですが、そのためは、勇気と忍耐力がもう

少し必要かもしれません。 

 改めて、設立30周年をお祝いするとともに、今後

も自己変革を続ける東京学友同窓会の未来に期待し

ています。 

同窓会設立30周年記念に寄せて(続き) 

-  4  -



- 5 - 

『30年の歩みを基盤に 

新たな展開を期待しています』 

    東京渋谷学習SC第10代所長 宮本 文人 

         東京学友同窓会及び会員の皆様、

この度は、設立30周年を迎え

られたことを心よりお祝い申

し上げます。 

放送大学は1983年に設置され、

1985 年に初めて学生の受入れを

開始、1989年4月に最初の卒業式 

を挙行しました。そして、1990年3月に放送大学同

窓会が組織され、同年10月には東京学友同窓会の前

身の一つである放送大学同窓会東京第一支部が設立、

翌年2月にはもう一つの前身である東京第二支部が

設立されました。 

 その後、東京学友同窓会にとって大きな出来事があ

りました。一つは、東京文京学習センターが、校舎の

改築で2010年浮間に一時期移転し、2011年茗荷谷の

新しい建物に戻ったことです。もう一つは、世田谷学

習センターが、2012年廃止され、建物が大幅に縮小さ

れ、東京渋谷学習センターに生まれ変わったことです。 

 放送大学の設置から、最初の卒業式挙行、同窓会組

織の設立までの時期は、日本でバブル経済が始まり、

絶頂期を迎え、下り坂に足を踏み入れた頃までと重な

ります。資金が潤沢であったバブル経済の時期だから

こそ、放送大学の創設には好機だったと言えます。東

京学友同窓会が歩んできた 30 年は、日本経済が停滞

していた失われた 30 年と重なります。この時代は、

WINDOWS、PC、スマートフォン、インターネット等ICT

技術の急激な発達により、世界の産業構造が大きく変

わりました。アメリカではGAFAと略称で呼ばれるICT

世界的巨大企業が生まれ、中国も大きく経済が発展し

て、日本を追い越しました。日本では東日本大震災と

福島原子力発電所の事故がありました。世界大戦こそ

なかったものの、この30年は激動の時代でした。 

今年の世界的なコロナ禍は本当に衝撃的でした。日

本におけるICTの後進性が表面化して、今後の課題が

明らかになりました。失われた 30 年とも言われる時

期に、日本は世界の変化に十分に対応できていません

でした。これからの 30 年間は、もっと激動の時代に

なり、世の中の変化がより早まるのかも知れません。 

個人的な希望ですが、今後、学友同窓会の活動に期

待することが３つあります。一つ目は大きなことで、

残りの二つはすぐにでも実行できることです。 

 一つ目は、抽象的にしか言えませんが、今後 50 年

から100年を見据えて、海外の事例なども参考に、放 

送大学を間接的に支える重要なパートナーとして、学

友同窓会の活動の在り方を探り、道筋を定めて頂きた

いと願っています。当然、時代の変化に柔軟に対応す

る必要もありますし、時間をかけて放送大学本部と協

議し検討する必要があります。 

放送大学の在学生は全国で約9万人いますし、卒業

生はもっと沢山います。人数が多く、全国的な広がり

を持つことは通学制大学にはない大きな長所です。う

まく活用すれば、数は力になります。この長所は最大

限に生かすべきだと思います。放送大学が現在の高い

質の教育を保ちながら組織として拡大し、一方で、多

くの卒業生が多様な分野で多様な形で社会的に活躍

すれば、放送大学全体の社会的評価が高まると考えら

れます。そうなれば、放送大学、学友同窓会、在学生、

卒業生それぞれが恩恵を受けることができます。 

二つ目は、是非、口コミで放送大学の存在を広め、

放送大学の良さを伝え、不快な気持ちにさせないよう

に注意しながら、無理強いせずに、放送大学への入学

と学友同窓会への入会に繋げて頂きたいということ

です。放送大学のことを知っている皆様だからこそ可

能だと考えます。 

三つ目は、学友同窓会の中で PC の得意な人たちが

集まり、PC を使えない学生を対象に、PC を学び使う

ように勧めたり、励ましたり、PCの操作やトラブルの

相談に乗る等の活動を期待しています。 

放送大学には PC を使えない学生が一定数います。

学校でPC教育を受けなかった世代の人、職場でPCを

使う機会がなかった人、個人で PC の使い方を修得し

なかった人等です。個人的推論も含んでいますが、日

本がICT後進国になった背景を次のように理解してい

ます。 

欧米では生涯教育の中で成人への職業教育が重視

され、PC操作の習得に力を注いでいました。日本では

成人への職業教育はあまり注目されず、国レベルで国

民に PC 操作を修得させる教育を大々的に行いません

でした。欧米と比べ日本では転職が少なく、PC操作を

修得する必要性に迫られなかったのかも知れません。

また、学校教育においても欧米に比べ日本はICT教育

が遅れていました。 

これからは、最低限の PC 操作技術がなければ、就

業できない、情報を収集できない等生活上困難をきた

す時代が加速度的にやって来ます。学友同窓会が、放

送大学とは別の側面から学生のITC教育に力を貸して

下さることを望んでいます。 

最後になりますが、皆様方が現状のコロナ禍を無事

乗り越えられることをお祈り申し上げると共に、上述

した三つのことについて、東京学友同窓会が、今まで

と同様にリーダー的な役割を担って活動を行い、活躍

されることを期待しています。 
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東京学友同窓会のますますの発展を祈って 

     東京文京SC第8代所長 岡野 達雄 

東京学友同窓会が創立 30 周年

の節目を迎えたことをお慶び申し

上げます。また、この30年を支え

てこられた役員の皆様の長きにわ

たる努力に感謝申し上げます。私

は、2012年4月より2018年3月

まで6年間を東京文京学習センタ 

ー所長として勤務いたしましたが、着任当初は放送

大学の状況には全く疎かったというのが正直なとこ

ろでありました。大学教育を広く国民に開かれたも

のとし、生涯学習の機会を提供するという理念は承

知しておりましたが、この理念が在学している学生

の皆さんの中に具現化されていることを実感したの

は、第一回卒業生の方が何人も再入学して現役の学

生として学習センターに在籍しておられることを知

ってからでした。また、生涯学習の一つのゴールと

も言える「学びを楽しむ」境地に達しておられる方

が多数おられることも驚きでした。 

 

放送大学における同窓会の立ち位置は、人生の通

過点と認識されている通学制大学に比べると大きな

違いがあります。同窓会メンバーが在校生として大

学に籍を置き、放送授業、面接授業、ゼミ、サーク

ル活動などの多彩な局面で共に学ぶ仲間として存在

感を示していただくことは孤独な学びに不安を覚え

ることの多い放送大学生にとって大きな支援となる

ことを疑いません。放送大学においては、同窓会活

動が大学本来の業務に寄与できる機会は多く、ます

ますのご活躍を期待する所以です。 

 

所長在任中の 2015 年には、東京文京学習センタ

ーの 30 周年記念式典がありましたが、この年の 5

月は、東京第一同窓会と東京文京同窓会が合流して

東京同窓会がスタートした記念すべき年でもありま

した。東京渋谷学習センターと東京文京学習センタ

ーは、各 6々,000 名程度の学生が所属しており、設

立の経緯からしても親和性の高い間柄でしたが、学

生の年齢分布や施設利用スペースなど相補的な部分

も多くありました。二つの同窓会が、お互いの伝統

と長所を活かしてさらに発展して行かれることを願

ってやみません。 

 

 

 

2018年に放送大学を退職した後は、東京渋谷学習

センターに所属する全科履修生として、放送大学と

のご縁を維持しております。単位認定試験も何回か

受験しましたが、試験を受ける学生にとってはセン

ター施設外で行われる単位認定試験も意外に快適で

あることが判りました。試験の待ち時間を過ごす広

い会議室が準備されていることが大きいと思います。

学生の立場で放送大学を眺めると、多くの学生にと

って学習センターの存在感は相当に乏しいと言わざ

るを得ません。放送大学も全国に学習センターを設

置したからには、単位認定試験・面接授業・新規入

学者勧誘の３つの機能に加えて、学びに励む学生が

集う広場としての機能を積極的に認定していただけ

ればと思っております。20歳前後の年齢層に限定さ

れ社会経験に乏しい学生が集まる通学制の大学に比

べると、放送大学の学生は遥かに多様性に富んでお

り、一人一人の人生経験や社会での活動実績を背負

って放送大学に在籍しています。仕事や家事で大変

に忙しくされている中で時間を工面して学習に取り

組んでおられる学生が大半の放送大学では学びの広

場は限定的なものとならざるを得ないと思いますが、

これほど多彩な個性を持った人達が「学ぶ」という

原点を共有して集まっている集団において学生同士

の交流の機会を少しでも持つことができれば素晴ら

しいことです。放送における学びに加えて、仲間と

しての交流から得られるものも大きい筈です。放送

授業での大学本部との縦のつながりに加えて、学ぶ

仲間同士の横のつながりを創ることができれば、生

涯学習の場としての放送大学の意義を更に高めるこ

とができると思います。 

 

放送大学東京学友同窓会は、学園祭・サークル活

動・講演会開催などで学習センターを拠点とした活

動を精力的に展開してこられました。同窓会活動の

輪をさらに拡げる鍵の一つは、インターネットを利

用したリモート集会のように思われます。新型コロ

ナウィルスの蔓延に見舞われた今年はリモート元年

と呼ぶべき状況でありますが、遠隔教育の元祖とい

うべき放送大学の学友同窓会として、このような状

況の中で新たな活動を試みていただければ幸いです。

来るべきコロナ終息後の時代に東京学友同窓会の皆

様が元気に顔を会わせ活動されることを心より祈念

しております。 
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社会のオンライン化と放送大学 
      東京渋谷SC第9代所長 酒井 善則 

渋谷学習センター所長を退任

してから４年近くが経ちました。9

年前に渋谷学習センター所長に就

任する前は、私は放送大学に学習

センターがあることも良く知りま

せんでした。むしろ、中学から大

学まで渋谷駅経由で通学して、渋 

谷の街で青春を過ごした私にとって渋谷は懐かしい

想い出の地で、そこで人生終盤の勤務ができるとい

うことの方が魅力的でした。ただ５年間にわたって

の勤務で、以前の勤務先NTT研究所、東京工業大学

とは全く異なる世界を知ったことは大きな収穫でし

た。面接授業の企画、単位認定試験の地区責任者、

学生との相談、同窓会と協力した学生同士の関係の

構築、各種講演会の企画等を通じて、専門分野の教

員であった東京工業大学時代には特に意識しなかっ

たことですが、学生同士および学生と教員の対話環

境を構築することも大学として重要であることを認

識しました。また東京工業大学時代までは工学が大

学の主要な分野と考えていたのですが、世の中多く

の社会人学生が学びとして求めている分野は違うと

いうことも実感しました。放送大学の役割は教育の

オンライン化を進めることですが、その中で学習セ

ンターは放送大学をできる限り通常の大学に近づけ

ることが重要な役割だったとも思います。ただこれ

も、学生がキャンパスに集合して教員から直接授業

を受ける通常の大学が理想的で、これに近づけるこ

とが正しいという前提のもとでしょう。 

 

新型コロナウイルスの感染拡大により、世の中、

可能な限り社会システムをオンライン化しようとし

ています。一般の大学でも、授業をできる限りオン

ライン化して、学生が大学に来なくても学びができ

るシステムを構築しようとしています。もちろんこ

れには弊害も大きく、学生同士が接する機会、教員

―学生が接する機会が減っております。コロナ終息

後はどのようになるかわかりません。私の専門とし

ていた工学分野では、オンラインだけで研究指導す

ることは困難です。ただ、海外論文を読むこと、論

文執筆の指導等はたしかにオンラインでも可能と思

われます。今後はオンラインの方が効率の良い部分

はオンラインを残し、教員、学生が直接接すること

が重要な事項は、従来の大学の方式に戻すことが行

われると思います。一方、放送大学自身も更にオン 

 

 

 

 

ライン化を進めているようです。単位認定試験も、

１学期の集合型は中止したと聞いておりますし、学

習センターでの面接授業、講演会なども縮小のよう

です。新型コロナウイルスの感染が収束した後には、

それぞれの大学で今回の経験を生かして、今後の教

育のスタイルを決めていくのではないかと予想しま

す。その時に、放送大学、特に学習センターは他に

例もないため、どのような方向を目指していくのか、

元センター所長としても大変興味を持っております。 

私自身情報通信工学を専門としているため、オンラ

イン化を実現する技術についても若いころから関わ

りを持っています。40年近く前のNTTの研究者の時

代に、文書画像と音声を使った共同作業システムの

開発に従事していたことがあります。今世の中で用

いられているオンラインシステムは、性能的には進

歩はとげていますが、原理が当時と大きく異なるも

のではありません。会議あるいは講演会をオンライ

ンで実施した場合、音声の品質が会議の運営に決定

的な影響を与えるのは、今も40年前も変わりません。

私自身、現在も情報の信頼性を高めるトラストの制

度化に日本データ通信協会において仕事として関わ

りを持っていますが、これらの制度化は皆さんがオ

ンラインを使うようになるため、今後急速に進むの

ではないかと期待しています。 

 

放送大学および学習センター、同窓会はオンライ

ン教育を実現、普及する上で、他に例をみない役割

を担うものと予想します。教育のどの部分はオンラ

インに適していて、またどの部分はオンライン化を

避けた方がよいか、現在の形態にこだわることなく

検討を進めて頂きたいと思います。その際、どのよ

うなオンラインシステムおよび制度が必要かどうか

も、必ずしも既存技術、制度にこだわらずに、必要

な技術、制度を提言していくことが重要ではないか

と考え、期待しております。 
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東京学友同窓会設立30周年を迎えて 
― 振り返れば・・・ ― 

 東京文京SC事務長 布施 典明 

東京学友同窓会設立 30 周年お

めでとうございます。と言っても、

この記念誌が発行されたときは、

私は2021年3月末に事務長の任期

を終えて、既に一般人となるタイ

ミングだと思います。 

 

 私がこの東京文京学習センターの事務長職にあっ

たのは、2015年4月1日から2021年3月31日まで

の6年間ですから、同窓会30年のうち、約6分の１

の期間、ご一緒したことになります。 

  

この間、同窓会も日々変わっていきました。東京

文京学習センターの同窓会から東京渋谷学習センタ

ー同窓会との合併、さらに卒業生だけの組織から在

学生も入会できるようになって、名前も「東京学友

同窓会」に変わっていきました。 

 同窓会には、学習センターの行事である「入学者

の集い」、「卒業証書・学位記伝達式」、「卒業パーテ

ィー」だけでなく、例年「学園祭」の中心となって、

協力いただいたことは、学習センターを預かる事務

長として感謝する次第です。 

 残念ながら、例年２月に行われる同窓会の行事（観

劇）には、身内の法事が必ず重なるため、参加でき

ませんでしたが、それでもこの６年間は、自画自賛

で申し訳ありませんが、お互いに情報共有をしつつ、

比較的うまくできたものと考えています。 

 

 社会人として、最初は東京大学法学部から始まり、

１回目の放送大学（本部図書館）に出向して係長に

なり、東京大学生産技術研究所に戻って、文部科学

省の課長登用試験で採用され、全国単身赴任生活が

始まり、富山商船高等専門学校で庶務課長、沼津工

業高等専門学校で総務課長、熊本大学で人事課長と

11年間の単身赴任生活後、東京に戻り、東京海洋大

学で人事課長、東京大学人事課付から２回目の放送

大学東京文京学習センターの事務長として出向し、

１年後、東京大学で定年を迎えましたが、引き続き

東京文京学習センターの事務長を５年間務めさせて

いただきました。 

 

 

 

 

 

  

最初は、国家公務員試験を受けて、「文部事務官」

という官職を持つ国家公務員だったのに、次に「文

部科学事務官」となり、最後は国立大学法人化によ

り、「法人職員」と民間人になってしまいました。 

大学職員として47年間務め、そのうち放送大学に通

算10年間お世話になり、最後の６年間を東京文京学

習センターの事務長として無事務めさせていただき

ました。１回目の放送大学附属図書館に勤めた時に、

当時の東京第二学習センター（現在の東京文京学習

センター）に図書を配架しに来ていたことをふと思

い出し、今考えれば、不思議なご縁だったと思いま

す。 

 

最後に、学習センターにとって、同窓会との相互

協力は、切っても切れない、無くてはならないもの

です。 

今後も色々なことがあるとは思いますが、両者の

ますますの繁栄・発展のためにご協力をお願いいた

します。 
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「校舎リニューアルのこと」 

東京文京SC前事務長 馬場 政二 

この度は東京学友同窓会設立

30周年、誠におめでとうございま

す。 

30 年という歩みの中で常に時

代に適応し、着実に進歩し伝統を

築かれてこられたことに、深く敬

意を表したいと存じます。 

30年の歩みの中で、時代の変革とともに様々な転

換点があったと思います。 

大きなターニングポイントは東京文京学習セン

ターの新校舎のリニューアルではないかと思います。 

このリニューアルにより、東京文京学習センターが

その施設や教育活動、更に情報発信などにおいて、

全国の学習センターのランドマーク的な存在へ踏み

出したのではないかと思います。そしてこのターニ

ングポイントに私自身が立ち会えたことは、私の人

生の中でもかけがえのない宝物になっています。 

私は2010年4月に事務長として民間企業から転職し

て参りました。 

当時の学習センターの仮校舎は北区浮間にあり、

区から使用しなくなった小学校を借り受け移転して

いた所でした。スノコが敷かれた渡り廊下には靴箱

がそのまま残っており、隣の中学校の校庭からは時

折ボールを追いかける歓声が聞こえてきました。私

にとって民間企業から学校という全く異業種への転

職は、この日本の原風景な環境の中でスタートする

こととなりました。 

転職後、しばらくしてリニューアルという大変な

仕事が待ち受けていることがわかりました。 

校舎のプランニング業務、筑波大学との合築、仮

校舎から茗荷谷の新校舎への移転、開所オープニン

グセレモニーの企画など業務は多岐に渡っていまし

た。 

民間企業では店舗のリニューアルや会社統合業

務に携わった経験がありました。しかし学校という

全く異なるフィールドでそれらの経験が本当に生か

せるのか非常に不安がありました。同時に何として

でもやり抜かなければならないという気持ちになり

ました。 

新校舎の建物で放送大学が使用する地下１階、2

階、3階の3層の白紙図面に、各教室及び視聴学習 

 

 

 

 

 

室、実験室そして事務室、所長室、学生ラウンジ等 

の割り振りを行いました。そして必要な什器、備品

の配備をどうすれば学生さんが効率よく使用できる

か何度もシミュレーションしました。私はこのリニ

ューアルを今迄の考え方を踏襲するのではなく新し

いことにチャレンジする機会だと考えました。 

1 階と2 階にある電光掲示板は当時は放送大学は

もちろん、他の大学等でも参考になる仕様がほとん

ど無く都内の病院や交通機関などの施設を見に行き

ました。最終的にJRの駅の電光掲示板をベースにし

た仕様を考えました。 

地下1階の大教室は様々な面接授業をはじめ各種

イベント等に対応できるよう什器を固定式ではなく

可動式にしました。 

また、２階の学生ラウンジはできる限りオープン

なスペースにし、授業の合間に学生同士が自由に楽

しくコミュニケーションしたり、掲示板を利用しな

がら情報収集が行えるようにしました。視聴学習室

は今迄のクローズなブース型の視聴机を廃止し、よ

りオープンな学習室にしました。リニューアルは自

分自身大きなチャレンジであり、むしろ学校業務の

経験がないことで、様々な新しいことにチャレンジ

できたのではないかと思います。 

リニューアルのさなかの2011年3月11日多くの

犠牲者が出てしまった東日本大震災がありました。

建築資材の供給が止まり、工事日程の大幅な遅延が

生じ新校舎の完成が半年間遅れてしまうことが余儀

なくされました。その後も様々な問題が次々と発生

しましたが、同窓会の皆様をはじめ、大学本部、筑

波大学など関係者の協力や暖かい声かけに支えられ

て、2011 年８月にリニューアルを完成できました。

そしてリニューアル後ではありましたが念願であっ

た同窓会の専用室が設置されました。 

リニューアルを通じ、新しいことに挑戦すること

の大切さや、人と人とが心を通わせることの大切さ

を学ぶことが出来ました。 

 

東京文京同窓会は東京第一同窓会との統合によ

り、東京学友同窓会に変わりました。東京学友同窓

会が時代と共に今後も更に飛躍されることを心から

願っております。 

同窓会設立30周年記念に寄せて(続き) 
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同窓会設立 30周年に寄せて 
 東京渋谷SC事務長 寺島 雄二 

放送大学東京学友同窓会設立

30周年おめでとうございます。放

送大学から 1989 年に最初の卒業

生を輩出し東京第一同窓会が設立

されてから 30 年という記念する

年、2020年の4月1日に東京工業

大学から東京渋谷学習センター事 

務長に着任した寺島といいます。 

 

東京学友同窓会は 1990 年設立の東京第一同窓会

と 1991 年設立の東京文京同窓会が合併し設立から

30年という歴史が刻まれています。会報も東京第一

同窓会の「下馬だより」から「東京学友同窓会会報」

となり、この30年間の会長はじめ役員の方々、会員

の皆様、先輩方の長い同窓会活動が足跡となり引き

継がれていることに感動を受けております。 

  

東京渋谷学習センターの前身は、同窓会誌「下馬

だより」からもわかるとおり、1985年東京第一学習

センターとして、世田谷区下馬の地に設置されまし

た。6,753 ㎡の土地に3 階建ての鉄筋コンクリート

作りの建物や体育館。また、緑樹に囲まれたキャン

パス内にはテニスコートや体育館があり、毎日のよ

うにサークル活動が行われていたと聞いています。

その後 2001 年に東京世田谷学習センターへの名称

変更を経て、2012 年3月に27年の歴史に幕を閉じ

ました。その後2012年4月に渋谷区道玄坂の五島育

英会ビル1階に移転し東京渋谷学習センターとして

開所しました。面積は540㎡となり、全国に50ある

学習センターの中では最も狭く、定員40名の講義室

が１室と図書・視聴学習室、多目的学習室、学生ロ

ビー及び事務室と非常に狭い学習センターです。先

日、2021年度大学院入学者第1次選考試験を東京文

京学習センターで実施することとなり、初めて東京

文京学習センターを訪れ施設を見ることができまし

た。敷地の広さに加え広い学生ホールに学生ラウン

ジ、広い事務室、大講義室と10数室ある講義室、多

目的学習室、視聴学習室等があり、東京渋谷学習セ

ンターとはとても比べることが出来ないくらいの広

さと施設の充実ぶりに驚きました。 

 

 東京渋谷学習センターに着任後、新型コロナウイ 

 

 

 

 

ルスとの戦いに明け暮れ、多くの時間を費やしてい

ます。また、緊急事態宣言の発令を受け、東京渋谷

学習センターの業務も通常業務とはだいぶかけ離れ

ざるを得ず職員も戸惑いも隠せませんでした。入学

者の集いが中止になり、学位記授与式は式典をとり

やめ、希望する卒業生にのみ所長から学位記の授与

のみを行う簡略した形式に変更することとなり、新

入生や卒業生にとっては大事な行事がなくなり残念

な思いをさせてしまったことと思います。また、感

染防止のため、センターへの入構禁止措置、面接授

業の閉講や、単位認定試験の自宅受験の実施等、想

定外の業務が続き一番ご不便だったのは学生の皆様

ではないでしょうか。8 月下旬より事務室窓口や図

書・視聴学習室を事前予約制で一部開所したとはい

え、新型コロナウイルス感染防止での3密対策を考

慮した業務では、学生の皆様への十分な対応が行え

ず、ご意見や苦情が寄せられています。このコロナ

禍での対応にはご不満もあると思いますが、ご理解

頂き協力をお願いしている次第です。また、例年で

すと東京学友同窓会の方々との交流もあると聞いて

いましたが、それも中止せざるを得なくなりとても

残念に思っています。このコロナ禍の状況がいつま

で続くのかわからないことに不安もありますが早く

コロナが収束し通常業務になり、東京渋谷学習セン

ターが従前のような学生の皆様の学びの場になって

ほしいと思っています。 

 

ここ渋谷の地で新しい職場に着任し、現在半年余

を過ぎたところですがまだまだ経験不足です。私も

二十数年前、科目履修生として放送大学に入学した

ことがあり、一刻も早く業務になれ微力ですが学生

の皆様のお役に立ちたいと思うばかりです。 

 

最後になりますが、東京学友同窓会の規約第4条

には「本会は、生涯学習の理想の実現を目指し、放

送大学との情報を共有しつつ、会員の親睦と放送大

学の発展のために寄与することを目的とする。」と規

定されております。東京学友同窓会が今後同窓会活

動をとおし、先輩から後輩へと引き継がれ、ますま

すのご発展をされますよう祈念いたしますと共に皆

様のご活躍とご健勝をお祈りいたします。 

 

同窓会設立30周年記念に寄せて(続き) 
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私と放送大学 
東京渋谷 SC 前事務長 篠原 岩雄 

東京学友同窓会設立 30 周年、

誠におめでとうございます。 

私は、2017年4月から2020年3

月まで東京渋谷学習センターで事

務長として在職しました。この短

き3年間ではありますが、寄稿さ

せてもらいます。 

 そもそも、東京渋谷学習センター事務長職は、東

京工業大学からの出向ポジションであり、東京第一

学習センター時代から引き継がれてきました。 

 

本センターは、放送大学の数ある学習センターの

中でも第1号であり、東京第一→東京世田谷→東京

渋谷と変遷してきました。特に世田谷から渋谷への

移転時は本学習センター設置以来一番大変なご苦労

があったこととお聞きしていますが、この辺りは当

時の所長、事務長からの寄稿があるとお聞きしてい

ますので、そちらをお読みください。 

  

さて、本センターが渋谷に来てから大きな特徴が

2点あります。 

ひとつは、学生数の増加です。3 千人台から6 千

人に届く勢いで増えてきました。これは、渋谷と言

う土地柄が大きく影響していると言えますが、日ご

ろからの担当職員の努力（勧誘等）が実ってのこと

と思います。 

 もうひとつは、短期の学生が多いことです。また

比較的若い学生も多く、会社員では30 歳代～50 歳

代の多くは渋谷駅を通勤途上とし、仕事上、数科目

のみを学習したいとの考えがあるように思えます。 

  

3 年間の思い出として、ふたつ書かせてもらいま

す。ひとつは、1 年目の2 学期単位認定試験時での

出来事です。試験初日の前日だったか、雪が降り、

当日は電車が止まることも想定されました。渋谷学

習センターの試験は、ご存じの通り外部貸会議室で

の試験です。 

これは何としても実施しければ、後がありません。

そんな事情もあり、所長、事務長、2 人の係長は前

日、本センターに泊まることになりました。この時、

P タイルの上に、上下に毛布をまとい寝ましたが、

床が硬くてなかなか寝付かれませんでした、この状 

 

 

 

 

態の時、よく渋谷駅コンコースでホームレスが寝て

いることを思い浮かべました。この人たちはもっと

寒い所で寝ているんだと考えると、まだ私は恵まれ

ていると感じた次第でした。 

 ふたつ目は、渋谷学習センターは狭い言うことで

す。所長室、事務室、学生の学習スペース、全てで

す。これは、都市型学習センターとして、移転して

きたので、やむを得ないことですが、事務室の例を

とると、着任前はこの事務室より広い部屋にたった

一人で勤務していました。（窓際族ではないですよ。） 

ところが、渋谷学習センターに来てみると、この

狭いところに10数人が入っているではないですか。

最初はずいぶん驚きました。 

 

しかし、ものは考えようで、職員の皆さんの勤務

状況が手に取るようにわかりました。特に、窓口や

電話での学生とのやり取りに大変な苦労があること

を知ることができました。その都度、対応に当たっ

ていた職員の皆さまに感謝申し上げます。 

  

最後に、同窓会の皆さまとは、年に1回、懇親会

に参加させてもらいましたが、皆さん気さくに話さ

れ、親しくなれたことを感謝申し上げます。 

 今後とも、東京学友同窓会の発展をお祈り申し上

げます。 
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「コロナ禍で迎える30周年にあたって」 
東京渋谷・世田谷ＳＣ元事務長 上原 孝夫 

           令和元年は想定外のコロナ

に始まり先行き不透明のまま

暮れようとしています。活動の

全てが制限されがちな今日こ

の頃ですが、東京学友同窓会は

名称等の変遷を経て全国の同

窓会中、最長の歴史と最多の会 

員を擁し、今日に至っています。 

会の運営に当たられる役員の皆様のご苦労を思

い、また30周年を迎えられることに敬意の念を新た

にいたしました。 

放送大学は平成元年に第１回卒業生を世に送り

出し、これに呼応するように世田谷(現渋谷)と文京

の両ＳＣに同窓会が平成２年、3 年と其々設立され

ました。以来30年という同窓会の歩みの中で私がＳ

Ｃ事務長として関わったのは10年と1月。会の歩み

の中の僅か1/3にすぎません。会の皆様は来し方を

振り返ると様々な出来事があったことと想像いたし

ます。「十六年は一昔、アヽ、夢だ夢だ」という歌舞

伎の名セリフがありますが、いわんや30年。楽しか

ったこと、辛かったこと等など、語れば尽きないの

ではないでしょうか。 

 私は世田谷ＳＣの最後の事務長と渋谷ＳＣの最初

の事務長を経験させていただきました。世田谷で

3/11の大震災を経験し、その後ＳＣの廃止にも立ち

会いました。ＳＣ廃止は大学としても初の事。引き

続き渋谷の新設に関われたことは忘れられない思い

出です。 

ところで元学生だった皆様方は単位認定試験が 3

回(３学期制だった)の時期、専攻がコースに変更、

英語の必修単位数が４単位から２単位へ・自コース

専門科目の必修除外等、卒業に関わる切実な経験を

されたのではないでしょうか。講義の基本型が放送

(TV・ラジオ)なのは現在も同様ですが、かっては放

送エリアが一部のエリア限定だったこと、かつ再生

装置が高価な時代だったこと等の条件から学びの場

としてのＳＣの位置付はネット社会へと進化した現

在とは物理的にも質的にも格段に違っていたと感じ

られているのでないでしょうか。 

この 30 年という時間は大学をも大きく変えてき

ました。同様に同窓会も役員の方たちのみが知る

様々な出来事や変化があったことと想像いたします。 

 

 

 

 

(何かの機会に是非ご紹介いただきたいと思いま

す。) 

 ところで私事の変化で恐縮ですが2020年10月に

「人間と文化コース」学生となりました。入学は在

任中から考えていましたがコロナ禍で仕事が無くな

る一方、国から想定外の給付を受けましたのでこれ

はまさしく「入学せよ」との「天の声」と思い、入

学に至った次第です。 

学生になってみて早速「学びの楽しさ・苦しさ」

を経験いたしましたので紹介させてください。受講

科目は「音を追求する」(総合科目)。「三平方の定理」

はご存知のことと思います。講義内容の一部ですが

実はこれが私の「音楽を聞く」、という趣味で大いに

役に立ったのです。左記の定理は「良い音」を聞く

為の最適ポイント(リスニングポイント)を導き出す

の為に「装置の位置」と「聞く位置」をどのように

導き出せばよいか、その「解」をいとも簡単に教え

てくれたのです。学校の勉強が何ともリアルに役立

ちました。一方、「音波と関数」など理系の知識を求

められ半世紀前の「学び」を思い出すのに必死です。

しかし、これは楽しい「苦しみ」です。(勿論、私は

サディストではありません) 

やはり「学び」は楽しいもの、と再確認いたしま

した。 

日本はこれから益々高齢者社会に向かうことは

必至です。「生涯学習」と言うと如何にもお役所的に

響きますが、「学び」は興味さえあればいつでも、ど

こでも、誰でもできること。同窓会の皆様は「学び

の経験者」であり「実践者」です。「学びの伝道者」

に最もふさわしい方々の集まりです。「開けない夜は

ない」と言います。来るべき時に備え今はじっと耐

える時なのかもしれません。 

30 周年の記念の年を迎え改めて皆様の健康と同

窓会の益々の発展を祈念し、ご挨拶とさせていただ

きます。 
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放送大学は生涯学習の架け橋 
 ―同窓会はその交流の場― 

東京学友同窓会初代会長 二村 國太郎 

同窓会の目的と課題  

同窓会組織には、卒業生と母校

とのつながりを軸として、「大学の

発展」や「会員相互の親睦への寄

与」「社会への貢献」「母校の支援」

といった目的を達成することが求

められています。 

大学の発展、母校の支援のため

に、放送大学の存在意義を広め新入生を多数増やす

活動も重要です。その反面、さまざまな課題を抱え

ているのも確かです。例えば、同窓会組織のメリッ

トが在学生や卒業生から見えづらい点、卒業生との

中長期的な関係維持の難しさ、それから同窓会組織

の運営にボランティアに近いかたちで協力してくれ

る卒業生を確保することの難しさ……こうした課題

を超克するためには、同窓会組織のプレゼンスをこ

れまで以上に高める必要があります。そのカギは同

窓会組織の構築にかかっているといっていいでしょ

う。 

 また大学の使命は社会的要請に応えることです。

同窓会とは卒業生の思い出を預かる場所、卒業生相

互の親睦を深める場所、また同窓会は卒業生と大学

の間のコミュニケーションをつなぐ場所であり、卒

業生が母校の発展に協力していく場所であることが

理想だと思います。出身組織への帰属を意識出来る

ようになったのは、やはり年齢を経て社会を自分の

立場から眺められるようになってからだと思います。 

今後、同窓会組織が目的をより十全なかたちで達

成していくために、どのような視点が求められるで

しょうか。重要なのは、卒業生が母校に対して抱く

イメージや思いを汲み取ったうえで、彼ら・彼女ら

のニーズにマッチした活動を展開することです。会

員間の親睦や母校支援をどのような意味と方向づけ

をもって行うか、ということです。そうした問題意

識をもつことは、とりわけ大学同窓会には求められ

ているように思います。 

同窓会は、かつての良き時代を思い起こし感慨に

耽るだけでなく、それ以上の効用を私たちにもたら

してくれます。社会を動かすダイナミズムとは違っ

たところに形成されている同窓会、自分とは異なる 

 

 

 

 

経験や情報をもった同窓が年代を超えて集う同窓会、

そうした同窓会のもつゆるやかさに、私たちは自分

を振り返り、本当の自分とはなにか、社会とはなに 

かに気づき、自分の心の奥底に眠っている希望を見

つけることができるのです。必ずしも幸せとは言え

ない現在の社会全体の閉塞感の続く中で、私たちは

未来に向かってどう動くのか、そのヒントを同窓会

は差し出してくれます。同窓会のもつゆるやかな関

係に秘められた繋がりや絆は、私たちに新たな生き

る希望を与えてくれるのです。自分と違う生活環境

の中にある同窓とゆるやかに繋がる同窓会、そこに

私たちは逆境の中でどう生きるかの示唆を得ること

ができるはずです。 

生涯学習の理念 

平成18年12月に可決・成立した改正教育基本法

第3条においても、新たに「国民一人一人が、自己

の人格を磨き、豊かな人生を送ることができるよう、

その生涯にわたって、あらゆる機会に、あらゆる場

所において学習することができ、その成果を適切に

生かすことのできる社会の実現が図られなければな

らない。」とされており、「生涯学習の理念」として、

生涯学習社会の実現に努めることが規定されていま

す。 

我が国は、これまで「教育といえば学校教育」と

いった考え方や、必要以上に学歴が仕事でも評価さ

れる、いわゆる学歴偏重の風潮がありました。 

 そのため、過度の受験戦争をもたらすなど、教育

はもとより社会のさまざまな分野にひずみを生じて

きました。そこで、一人一人の人間の評価が“どこ

の学校を卒業したか”という形式的な評価ではなく、

“何を学んだか”“何を身につけたか”“何ができる

か”という内容面の評価が大切になってきました。 

 そして、学校だけでなく、社会のさまざまな教育

の機能を活用して行われる学習を重視し、義務教育

を終えた後、“どこで学んでも、いつ学んでも”その

人の学習成果を正しく評価する社会の実現が望まれ

るようになってきました。このような、「人々が、生

涯のいつでも、自由に学習機会を選択して学ぶこと

ができ、その成果が適切に評価される社会」が「生

涯学習社会」なのです。 

 放送大学は、生涯学習の架け橋であり、同窓会は

交流の場です。 

特別寄稿 
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放送大学と私     

東京学友同窓会第3代会長 木村 寛子 

放送大学の開学は 1985 年４月

１日で3学期制でした。一般大学

の卒業資格を得るための科目登録

は相当厳しいものでした。授業は

午前６時から深夜0時まで45分刻

みのテレビ又は FM ラジオ放送の

授業で進められ、外国語科目は同 

じ週に再放送がありました。放送大学が新設されて

大学卒業の資格を取得できること、授業は決して易

しくはないけれど、真面目に取り組めば必ず学習の

成果があがると励まされ学習センターは熱い空気が

溢れていました。 

 

その当時フルタイムの職業についていた私もそ

うした空気にとりこまれ、熱心な学生になりました。

放送時刻に間に合わなかったり面接授業に遅刻した

りすることが度々ありましたが放送は録音、録画で

科目をなんとか消化しておりました。しかし学期末

テストの日や必修科目の面接授業などに出席するた

めにはどうしても職場の上司の理解を得る必要があ

りました。それで放送大学入学のこと、第一回卒業

生になるためにはテスト日に休暇を取ることがある

と理解を求めました。 

 

放送大学の知名度があまり高くない当時は機会

を捉えては大学の紹介も必要でした。大学生と言え

ば若い人と思いがちですから 80 歳で現役の大学生

と言えば驚きです。卒業を目指しているというと放

大生はがんばってと励まして下さいました。学生で

ない方からもそのような制度は羨ましいと言われま

した。当時は都心の家庭でも女性が学問をすること

についてまだ偏見がありました。そして、私が目標

としていた放大の第一回卒業生の仲間に加わること

が出来た頃から社会の空気が高学歴の女性を受け入

れるようになったのです。 

 

私たちの同窓会は発足当初から各種の行事を楽

しむ会でした。近隣の名所旧跡、山谷のハイキング、

面接授業で登録できなかった京都や奈良の生活文化

を学習する特別講義、広島・長崎・韓国と平和の学

習などの他、私たちの仲間が卒業に向けて研究した

成果を発表する講演会を頻繁に企画しました。卒業 

 

 

 

 

の要件が大きく変わった現在はなかなか難しいもの

がありますが、学習センターの利用も優遇して頂い

ており、ありがたいと思っています。 

 

  本間 博文先生のこと 

 放送大学の開学当初から、東京第二学習センター

にいらっしゃいました。学生や卒業生と気楽に意見

交換して下さり、当時人気が高くで、卒業までの間

に受講できない科目を同窓会のために、実施して下

さり、大変ありがたいことでした。 

また、本間先生には副学長をさせている際にも、

お忙しい中、当同窓会活動に対し、ご協力とアドバ

イスをいただきましたこと、有難く思っております。 
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「放送大学東京世田谷学習センター 

と東京第一同窓会の思い出」 

東京第一同窓会元顧問 岩田 稔 

東京学友同窓会設立 30 周年を

祝う記念誌に、「同窓会の今後への

期待」の寄稿要請を受けたが、今

のご時世では小生には言うべき明

確なビジョンがない。そこで、か

つて放送大学東京世田谷学習セン

ターに学び東京第一同窓会に所属 

し、今は東京学友同窓会に所属する一老人の思い出

話を披露し、もって「同窓会の今後への期待」に替

えたいと思う。 

30 年という歩みの中では日本国中で多くの災厄

があった。目下、日本のみならず世界はコロナ禍に

覆われているが、2012(H24)年にはごく局所的で、ご

く少数の関係者のみにではあるが、とてつもなく悲

しい災厄が降ってわいたのである。それが放送大学

東京世田谷学習センターの閉所と解体であり、行き

場を失った東京第一同窓会の悲嘆でもあった。 

そもそも 1981(S56)年に放送大学本部が置かれた

のは下馬の地に位置するこの放送大学世田谷学習セ

ンター内であり、2 年後は千葉幕張に移転するが、

この意味で世田谷学習センターは放送大学発祥の地

なのでもある。1985(S60)年から学生受け入れとなり、

小生はこの世田谷学習センターに入学した。このこ

ろは東京第一学習センターと呼ばれていた。 

東京第一(世田谷)学習センターは舞台付きベル

トンのピアノ付きの体育館がありテニスコートがあ

る広々したキャンパスで、現在ある全国どの学習セ

ンターと比べてもより恵まれたキャンパスではなか

ったかと思う次第である。それに加えて、3 階建て

4600㎡の校舎は高い天井で、がっしりと広い階段や

廊下と30室以上を持つ、往時の(昭和11年竣工)余

裕が感じられる学び舎であった。われらはこの学び

舎を喜び愛したのであった。そして1989（H1）年第

一回卒業生が集まり、放送大学東京第一同窓会が発

足した。爾来、同窓会は年一回の学生祭たる下馬祭

を学生、サークル、センターと共同して開催を続け、

同窓会室も提供いただき、懇親等の種々活動がこの

学び舎でできた。ダンスサークルや卓球サークルは

体育館で、テニスサークルはテニスコートで楽しん

できた。また校舎で特筆すべきは3階角の100㎡を 

 

超える畳のかおる和室で、茶道サークルや下馬祭の

お茶のお手前に、またセンター長杯争奪囲碁大会に

と、われらを楽しませたのであった。 

しかるに時代の流れでもあろう、大学の独法化、

採算性の強化の圧力の中で、大学の方針でこの東京

世田谷学習センターの閉所が決まり、2012(H24)年に

は解体される、との通知が一方的に知らされたのは

解体の半年前であった。これが愛する学び舎の喪失

であり、行き場を失った東京第一同窓会の悲嘆でな

くて何であろう。われわれは粛然と進められる学舎

の取り壊し、体育館の解体、テニスコートの更地化

を無念の気持ちで垣間見たのであった。 

この我々にとっては災厄以外の何物でもなかっ

た大学の決定は、一方では東京文京学習センターの

建物施設の発展的なリニューアルという喜ばしい側

面と分かちがたくあるわけで、東京文京学習センタ

ーの学生にとっても東京文京同窓会にとっても大い

なる福音であったろう。 

また、大学の決定は渋谷学習センターの新設でも

あった。このセンターは立地の便がよく多くの学生

を集めることができるが、その一方で、２つの講義

室しかない極端な敷地の狭さで、とてもわれら東京

第一同窓会を入れてもらう隙間もない。まさに大学

の採算性重視の表れである。 

かくして、2015(H27)年度から東京第一同窓会は

東京文京同窓会と合併する道を求め、東京文京同窓

会でもこれを受け入れていただいた。また新しい渋

谷学習センターからの卒業生も受け入れ、さらには

在学生も仲間とする新しい東京学友同窓会として生

まれ変わり、現在に至っている。 

かくして、東京学友同窓会は創立 30 周年を迎え

た。その記念誌に古い東京世田谷学習センターの思

い出を寄稿するのはいささかそぐわない気もするが、

コロナ禍の今、小生が30年を振り返ると、悲しい東

京世田谷学習センターとの別れが思い出され、自然

と感傷的な気分になってしまうのである。発展的解

消という言葉があるが、コロナ禍はどのように発展

的解消に向かうのであろうか？ コロナ禍の以前に

は帰らないであろう。放送大学もまたどのように発

展的解消をするのであろうか？ われらの学び舎へ

の愛着、同窓会への思いも、否応なくその発展的解

消に巻き込まれつつ、新しい姿となっていくのであ

ろう。まさに無常の世の常である。30歳となった東

京学友同窓会がこれからの環境の荒波を超えて、ま

すますの発展を遂げることを祈念して筆を擱く。 

特別寄稿(続き) 
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設立30周年おめでとうございます 
       茨城学友同窓会会長 矢野 正義 

放送大学東京学友同窓会殿設立

30 周年誠におめでとうございます。

役員・会員のみなさまに心よりお祝

い申し上げます。 
設立以来常に活発な活動を展開さ

れ発展を続けてこられましたこと並

びに放送大学全同窓会中最大・最高 
の存在として、これまで同窓会活動を常にリードし

てこられましたことに敬意を表します。また、放送

大学同窓会連合会におきましても、貴会齊藤成吾会

長は同会役員の中心的存在として、放送大学を全学

的視点で考え、同窓会連合会の在り方について具体

的な考えを示されてその活動を牽引しておられます

ことにも敬意を表します。 
 東京学友同窓会殿の歴史やお考えや活動の内容な

どを同窓会連合会の中でお伺いする多くの機会があ

り、周囲のわれわれも参考にさせていただいたり、

考え方を共有させていただいたりしてきました。 
具体的には 

１．放送大学は、卒業生でありながら現役学生でも

あるといういわゆるリピーターが多く存在する

滞在型の大学であり同窓会であります。従いまし

て大学・学習センターと学生・サークルと同窓会

の三位一体の在り方・活動の展開 
２．同窓会連合会の二大行事である卒業・修了祝賀

パーティーと地区同窓会交流会をはじめ同窓会

連合会諸活動の企画とその実施定着化と同窓会

連合会運営に対するご尽力 
３．域内各地区においての地区交流会を継続的に開

催し、会員同士、会員と役員の交流の機会を作ら

れていること 
４．会報の着実な発行 
５．同窓会活動の広範なデーターの蓄積・保全 
などであります。 
  
ご隆盛のうちに設立 30 周年を迎えられました東

京学友同窓会殿の今後益々のご発展、会員のみなさ

まの各方面でのご活躍をお祈り申し上げますととも

に、これまでと同様全国同窓会とその活動をリーダ

ー的存在として引き続き引っ張っていただきますよ

うお願い申し上げます。 
 

 
４つのご縁 

        栃木同窓会会長 須藤 國夫 
学友同窓会設立 30 周年おめで

とうございます。ご縁の深い東京

学友同窓会と私との関わりという

視点から４つのお話をさせていた

だきます。 

１つ：単一同窓会の時です。会

長選出の競争選挙に遭遇しました。東京第１のある

方から突然、競争選挙の副会長候補になってくれと

協力を依頼されて了承したら、その後会長候補内定

者が辞退してしまい急遽会長候補に変更となりまし

た。対立候補は東京第２の方でとても有力な候補で

す。玉砕覚悟でがむしゃらに選挙運動をしたら幸運

にも僅差で当選いたしました。会長在任の２年間い

ろいろありましたが、結果は連合会に改編できて『良』

だったと思っております。 

２つ：高橋照一郎さんが連合会会長の時です。卒業

式がNKホールに変更になり、祝賀会会場がヒルトン

東京ベイホテルになりました。ホテルからパーティ

費用の700万円を前払いしろと言われたそうです。

たまたま退職金が出た時だったので、私が立て替え

ますよと言ったら、なんとかなるとの返事でした。

結局後払いでOKとなりましたが、数年後にあの時は

心強かったよと高橋さんに言われました。そんな裏

話もありました。 

３つ：木村寛子さんが連合会会長の時です。卒業式

の会場がNHKホールとなり祝賀会の会場問題が再び

発生しました。都内の一流ホテルでの開催を実行、

NHK から会場まではバス輸送を実施。節目ふしめに

東京文教同窓会が難問に遭遇してもそれをみごとに

解決しています。敬意を表します。木村会長からは、

同窓会全国化委員長の委嘱状をわざわざ発行してい

ただきました。 

４つ：齊藤成吾さんが連合会会長の時です。14年間

続いた１年ごとの連合会の会長持ち回り順番制が複

数年任期の適任者制に変更なりました。この時、私

は連合会理事を退任する予定でしたが、齊藤さんが

会長になるなら是非とも協力しなければと留任しま

した。齊藤会長は助成金制度の運用の地固めその他、

多大な実績を残されました。少しはお役に立てたか

なと思っています。なお、私は退任時期を逸して現

在まで連合会役員をその後も続けております。 

 

関東地区同窓会会長 
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設立30周年に寄せて 

    群馬同窓会会長 深澤  輝彦 

東京学友同窓会設立 30 周年誠    

におめでとうございます。群馬県

が放送大学の最初期視聴エリアで

あった関係上、群馬同窓会も同時

期の発足であり、ともに年月を重

ねてまいりました。 

私個人の関係で言えば、10年以上前になりますが

修士課程の2年次にゼミが行われたのが東京文京学

習センターでした。当時はまだ改修される前の学習

センターで、月に1回学習センターに通ったことを

思い出します。 

ところで、このコロナ禍は放送大学開学以来の災

禍であり、一度は収束に向かうように見えたものの、

令和2年11月末時点で、未だ収束の兆しが見えてき

ておりません。 

同窓会行事も多分に漏れず、総会をはじめことご

とく中止に追いやられました。ここ数か月落ち着い

たような感じがあり、対面の役員会も再開し、諸行

事も通常に戻せるかと思った矢先、第3波の襲来が

あり、先が見通せません。 

全国の大学でリモートの講義が対面の講義の代

わりになっていますが、緊急の対応を迫られて急い

で作ったシステムは、あまり芳しい状況ではないよ

うです。翻って見るに、放送大学はもとより遠隔教

育のための体制が整っており、このコロナ禍におい

ても慌てず対応ができているのではないか、と思い

ます。 

緊急事態宣言下や、現時点においても、人があま

り密集する状態を避け、なおかつ文化的な行動をや

めないとすれば、放送大学をはじめとする学習シス

テムは有用です。禍を転じて福となすという意味で

も、放送大学がよりポピュラーになる機会と捉える

というプラス思考も良いと思います。 

この 30 周年記念誌を何年か経って手に取ったと

き、「そう言えば、ああいうこともあったな」と一つ

の歴史として受け取れるようになると思います。今

は自分自身でコントロールできることに努力し、日

々を過ごしていくのが良いのではないかと思ってい

ます。 

皆さまにこれからも幸多からんことと、東京学友

同窓会の益々のご発展を祈念して終わりと致します。 

 

設立30周年を祝して 

埼玉同窓会会長 尾山 光良 

設立 30 周年誠におめでとうご

ざいます。 

30 年の長きに渡り絶えまなく

歴史を刻み歩んでこられた関係者

の皆様に敬意を表します。 

東京文京学習センターと埼玉学

習センターは距離が近いこともあ 

り、面接授業でお世話になったり、サークル活動で

お世話になっている学生も多くおります。 

埼玉の学園祭では齊藤成吾会長に毎回来ていた

だき学園祭を盛り上げて頂いておりました。 

東京文京学習センターの学園祭はアカデミック

なサークル活動とソシアルダンス同好会で一緒に踊

られて頂いた事が思い出深く残っております。 

 さて、埼玉同窓会もお陰様で、今年度設立30周年

を迎えることになりました。1 年ほど前から記念行

事を計画しておりましたが、現下の新型コロナの影

響で断念せざるを得なくなりました。先々ワクチン

が行き渡り、治療薬ができ、安心できる状態になっ

たら改めて計画したいと思っております。その際に

は東京学友同窓会を始め近隣の同窓会の皆様にも声

を掛けさせて頂きたいと思います。 

 さて、放送大学の同窓会員の中には主としてサー

クル活動を通じて学生同士の情報交換や同じ趣味の

研鑽を目的に多くの方が活動しております。私自身

もソシアルダンスサークルで毎週会員の仲間と楽し

んでおりました。しかしながら2020年3月から事態

が一変しました。埼玉学習センターでは同年3月か

ら学習センターが閉館となったこと、外部の公共施

設も暫く使用中止になったことや、3 密を遵守する

ため、サークル活動等は一切中断しております。最

近ようやく、リモートでサークル活動を始めたサー

クルも数件出てきております。 

何れにせよ、新たな生活様式の中で学生としての

楽しみをエンジョイする方法を模索して行く必要が

あると思います。過去人類は大きな疫病と戦い文化、

科学、多様な楽しみ方を築いて来ています。人類の

英知を以って解決されるだろうと考えております。

それまでは耐えながら楽しみ方を考える、今や IT

が発達しほとんどのことが実現可能と成りました。 

様々なスキームを考えることも楽しみ乍らこの苦難

を乗り切りましょう！ 

最後に、東京学友同窓会の今後の新たな形態での

ご発展と皆様方のご健勝をお祈りいたします。 

関東地区同窓会会長 (続き) 
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設立30周年を祝して   

        千葉同窓会会長 小滝 つるゑ 

東京学友同窓会設立 30 周年お

めでとうございます。この30年、

同窓会活動に関わられた皆様のご

努力に敬意を表します。 

         思い出のページをめくりますと

放送大学千葉同窓会会報第29号、 

2012年（平成24年）7月14日発行に「6月親睦研

修・放送大学東京文京学習センター見学と周辺散策」

の記事と写真が2ページにわたって掲載されていま

す。「6月17日（日）、朝まで残っていた雨もやみ絶

好の散策日和・・・」と文章は続きます。当日は、

事務長様のご厚意で案内していただきました。 

 参加者は19人。参加者のひと言感想には「東京文

京学習センターが新しくなり、立派なのに驚きまし

た。」「面接授業は千葉学習センターが一番多いと思

っていましたが、東京文京学習センターは150以上

あると聞かされびっくりしています。」「放送大学東

京文京学習センターがあまりの広さ、すばらしさに

驚きました。ぜひ面接授業にきてみたいと思いまし

た。」「東京文京学習センター新学舎の素晴らしさに

感動し、護国寺での茶会で貴重な体験をさせていた

だきました。」等々。東京文京学習センター正門で参

加者一同、笑顔で記念撮影、至福の時でした。 

 さらに思い出のページをめくりますと、千葉同窓

会会報第37号2016年（平成28年）7月9日発行に

同窓会連合会関係の親睦の会「いちょうの会新年会」

の記事が掲載されています。平成28年２月9日（火）

18名参加（茨城１、群馬１、埼玉１東京９、千葉６）

幹事は千葉同窓会でした。同窓会連合会初代会長の

鈴木喜代様も群馬から駆けつけてくださりました。

13時30分、JR新橋駅汐留改札に集合。目印は放送

大学同窓会の旗。ゆりかもめにて、船の科学館に移

動し、南極観測船宗谷の甲板にて記念撮影。2 月の

風の強い寒い日でしたが、カメラに向かって、笑顔、

笑顔の集合写真でした。そのあと新橋駅に戻り徒歩

で鉄道歴史展示室へ。「汽笛いっせい新橋を・・」の

あとは銀座にて、「乾杯！乾杯！」ビール片手にクラ

シックの生演奏を楽しみました。 

 貴学友同窓会の皆様の連帯感の強さとレンガを丁

寧に積み重ねていくかのような活動の継続、そして

日頃の活動を記念誌へとまとめ上げていく・・・。 

 

 

 

記念誌編集作業は地味なようではありますが、貴会 

にとりましては、何物にも代えがたい財産となり、

更なる発展へとつながると確信いたします。千葉同

窓会も参考にさせていただきます。 

 終わりに貴学友同窓会のますますのご発展を祈念

いたしまして、お祝いの言葉とさせていただきます。 

 

 

設立30周年おめでとうございます 

東京足立学友同窓会会長 杉森 茂登子 

         この度は東京学友同窓会が設立

30 周年を迎えられたことを心よ

りお祝い申し上げます。 

放送大学の同窓会における中核

的なお立場として、東京学友同窓

会の役割は重大であると認識して 

おります。 

 

私ども東京足立学友同窓会は、東京第一同窓会、

東京第二同窓会（現東京学友同窓会）等を卒業され

移籍された方々と新たに東京第三学習センター（現

東京足立学習センター）を卒業された方々で5年後

の1994年に設立いたしました。そのような経緯での

設立ですので、私ども同窓会の母体のように感じて

おります。地理的にも大変近く、会員同士の交流も

多く、大変近しい関係をもたせていただいき現在に

至っております。 

 

特に齊藤成吾会長と前和田九三会長とは大変す

ばらしい関係性を築いており、お互いにそれぞれの

行事にほとんど参加し協力しあって来たように思い

ます。私が同窓会に参加したのが2001年から、前和

田九三会長が就任した 2005 年頃からは東京文京学

習センターの味わいある旧校舎に通い、共に活動し

た事を懐かしく思い出します。今後とも相変わらず

協力しあって各種活動を進めていただくようお願い

いたします。 

 

末筆ながら、東京学友同窓会の益々のご発展と皆

さま方のご活躍を祈念したします。 

 

 

関東地区同窓会会長 (続き) 
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30周年記念誌に寄せて  

東京多摩同窓会会長 遠山 義久 

東京学友同窓会 30周年に当 

たりお祝い申し上げます。 
東京学友同窓会は東京第 

一同窓会から始まり 30 年間ま

さに放送大学とともに歩んで

こられ、後続の各地域の同窓会 

の発足へと導いていただきました。そのなかで

東京多摩同窓会は発足して今年でまだ 14 年で、

私は 3 代目の会長です。ここ数年会員数は変動

が少なく、退会者数と入会者数がほぼ同数で推

移し 250 名前後で停滞しています。会員数を増

やすこと、学生の情報共有機会を増やすことな

どを考慮して、東京学友同窓会のように、学生

を会員資格に加えて学友同窓会の形態に変更し

た同窓会が最近増えてきました。学友同窓会と

なったところでは十分議論されてきているとは

思いますが、ここで学生と同窓会員との関係に

ついて少し私の考えを述べたいと思います。 

学生主体の文化祭などは学習センターと学生

サークルと同窓会が三位一体の組織で運営して

いくことが求められてきています。同窓会は大

学に協力していくことが会の目的の一つでもあ

るため、文化祭で卒論発表会を開催するような

学生の学習支援は当然必要となります。また会

員の中にはリピーターという、学生でもあり卒

業生でもあるという放送大学らしい生涯学習志

向の学生が多くなってきています。このような

リピーター会員の経験を生かして学生の修学相

談を行うことは学生の学習支援に有効です。東

京多摩同窓会でも面接授業で学生が多く集まる

時期に特設コーナーを設けて学習センターの職

員と共に相談に応じています。このように学生

と同窓生の接点は多くなる傾向にあります。年

会費を支払ってまで学友同窓会に入会したくな

る学生を集うために、同窓会とは少し異なる魅

力ある学友同窓会を運営することは、今後検討

すべき価値ある課題と思われます。そして、こ

の新型コロナウイルス禍でオンライン講義など

の新システムの通信教育が一般化しつつあるな

かで、多様な学習者に対する放送大学のあり方

も見直さざるをえない状況が感じられます。学

生の学習志向の多様性に対応すべく大学側では

新たな施策が検討されていると聞いています。 

  

 

 

 

最後に、東京学友同窓会とともに放送大学および

全国の同窓会の今後の時代の変化に応じた発展を祈

念しています。 

 

東京学友同窓会設立30周年に寄せて 

      神奈川同窓会会長 金田 保男 

東京学友同窓会の皆様、この度

は「設立30周年」を迎えられまこ

とにおめでとうございます。近隣

同窓会としてお祝い申し上げます。 

全国同窓会の中でも、合併の経

緯がある唯一の同窓会であり、新 

体制構築に向け多難な時期を克服され今日に至った

ことは驚きでもあり、同時に改めてそのパワーに敬

意を表します。 

私共神奈川同窓会は、近隣の同窓会ということも

あり、「学園祭」や「卒業・修了祝賀パーティ」等で

互いに交流させて頂き苦楽を共にして頂きました。

また東京学友同窓会におかれては、同窓会連合会の

会合等において全国各同窓会から集まるには交通の

便が最も良い場所にあり、会議場所の提供など何か

と頼りにしており便宜を図って頂き厚く御礼申し上

げます。 

 今日設立30 年を無事迎えた喜びと同時に、30 年

は時代の節目に当たります。「会社の寿命は30年」

と言われておりますが、30年経つと時代が変わって

いるのに今までと同じことを行っていれば取り残さ

れてしまいます。同窓会も例外ではありません。奇

しくも30年で「新型コロナウィルス」感染症の拡大

という節目に直面してしまいました。 

 厄介なことに、自然災害であれば目の前の情景が

急変しますのでどのような対策を講じるべきか判断

できますが、感染症の場合目に見えず情景も全く変

わらないため意識を急に変えることが困難です。こ

の危機を乗り越えるため三密を出来るだけ避ける施

策とともに、個々人が意識を高めて感染予防に努め、

孤独ではなく共に学んで参りましょう。それが大学

における人格形成の場としての使命でもあると思い

ます。 

 

 

関東地区同窓会会長 (続き) 
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「数字には意味がある」 
新潟同窓会会長 庄司 和義 

         放送大学東京学友同窓会 30 周

年記念誌発行おめでとうございま

す。お祝い申し上げます。 

私たちは歴史を遡り様々な記念

日を知っています。例えば、明治 

維新から150年とか戦後75年な

ど数字のある意味を尊重して記憶に留めています。 

「０」 から始まる意味、全ての始まりを表示 

「１」 現在において何かが起こり始めている 

「２」 二元論、（明暗、陰と陽、白と黒、体と心） 

など、ある物にはその反対も存在していると

いう事 

「３」三段階（ホップ、ステップ、ジャンプ）三位

一体、三角関数など 

「４」四方、（東西南北、春夏秋冬）起承転結 

「５」は変化、五行、五臓六腑 

「６」は宇宙との繋がり、六根清浄 

「７」ラッキーセブン、七色の虹、七変化 

「８」末広がりなど 

「９」前に進めてゆく、九死一生 

「10」新しい何かが始まるという意味が込められて

いる。切り替わりのチャンスと捉えることが

できる。 

「帰一（きいつ）」：異なった事柄が結果的に一つに

まとまることを意味する 

となれば数字にはある意味があってそれぞれの数字

が教えてくれるメッセージと捉えることができる。

歴史には節目がありそこに帰一数が存在して変化が

起こる。何かの事柄が発現して歴史の転換を教えて

いるのでしょうか。 

アナログ社会からデジタル技術の移行が進んで

います。社会の変化が加速され「学ぶ意味」の問い

直し、益々「生涯学習」、「リカレント教育」の必要

性を実感している今日この頃です。 

 

 

 

 

 

 

 

設立30周年に寄せて 

山梨同窓会会長 網倉 紀年雄 

          東京学友同窓会の設立30周年 

誠におめでとうございます。今ま

で多くの方々の努力によりこの日

が迎えられたことをお喜び申し上

げます。東京学友同窓会には同窓

会連合会の役員会でお世話になっ

ております。周囲がとても良い環 

境に恵まれていて建物も新しくうらやましく思って

おります。 

 齊藤会長には連合会でいろいろとご指導いただき

感謝しております。設立30周年という長きにわたり

伝統を引き継いでこられた会員皆様方の努力に敬意

を表します。 

 私の紹介が遅れましたが、私は山梨学習センター

同窓会の会長をしています網倉紀年雄と申します。

山梨同窓会も平成27年10月31日に創立20周年記

念を開催いたしました。同窓会の規約では、同窓会

の目的を、生涯学習の理想の実現を目指し会員相互

の親睦並びに母校及び同窓会の交流発展を図ること

を目的とするとあります。これまでの同窓会活動を

振り返ってみましても、この規約に定められた目的

に則って今日まで活動してまいりました。    

私は、平成 21 年度の総会で会長に承認され今日

に至るまで、学習センターを拠点に同窓会活動をし

てきました。定期的な役員会は勿論のこと、定期総

会や卒業・修了祝賀会と同総会行事には学習センタ

ーを利用してきました。このように学習センターと

は強い絆で結ばれ、ご指導をいただきながらセンタ

ーの諸事業にも参画させていただいています。 

 山梨同窓会では 2020 年度の１学期のイベントは

コロナ禍の影響で中止になりましたが、２学期は研

究発表会を学習センターと連携して万全のコロナ対

策を講じて実施する予定です。内容としては修士論

文発表は、テーマ「工業高校生に批判的思考を促す

授業の実践研究」野崎康子さん。卒業研究発表は、

テーマ「数学の未来について」細川工さんの二人に

発表していただきます。また、体験談を名誉学生の

中村誠さんにしていただき、記念講演として講師に

山梨学習センター客員教授の近藤英一先生に演題

「金属入門～歴史・工芸・工業～」でお話をしてい

ただきます。その後は出席者の親睦を兼ねた茶話会 

 

甲信越地区同窓会会長  
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を予定しています。山梨同窓会の会報誌「ふじざく 

ら」第43号でご案内を掲載しています。 

 また、山梨同窓会では今年度から役員を編集委員

会とイベント委員会の２つの委員会に分けてより活

動に専念できるようにいたしました。 

 東京学友同窓会の皆様にはこれからも何かとお世

話になりますがよろしくお願いいたします。 

 

設立30周年に寄せて 

長野同窓会会長 山田 美智子 

         放送大学東京学友同窓会が設立 

から30周年を迎えられ、ここに記

念誌が発行されますことを心から

お祝い申し上げます。 

         長野同窓会は1996年（平成8

年）3月に設立、生涯学習の継続 

と会員相互の親睦及び母校の発展を願って活動して

います。会員は卒業生・修了生で構成しており、現

在の会員数は176名です。2019年4月に長野学習セ

ンターの新たな学び舎が上諏訪駅前の商業施設3階

に開設いたしましたので、現在ここを拠点に活動し

ております。 

  

長野同窓会の主な活動を紹介します。入学生の学

習相談会は「入学者の集い」の時に『先輩との懇談・

相談会』として、同窓会員が相談員となって入学生

の相談に対応しています。卒業・修了生の記念写真

撮影は、「第1学期学位記授与式」で希望者にマント

と帽子を着用した記念写真を撮影しています。また、

学位記授与式後に客員教員の先生方にも参加いただ

き、卒業・修了生との懇談（茶話会）を行っていま

す。野外研修会は同窓会会員の親睦と交流を目的と

して、秋のシーズンに県内及び近県の史跡や博物館

＆美術館等の見学を実施しています。同窓会報の発

行は情報交換のツールとして、活動報告や今後の活

動予定の連絡、学習センターの先生方からのメッセ

ージ、会員からの投稿記事などを掲載して、年２回

発行しています。学習センターにも配置して、学生

の方にも閲覧できるようにして同窓会の活動をお知

らせしています。 

 

他に、同窓会連合会活動への参加があります。連 

 

 

 

合会の活動に参加することにより全国の同窓会との

情報の共有化を図りつつ連携のパイプを太くして、 

当会の活動に活かしていきたいと思っております。 

 放送大学東京学友同窓会の益々のご発展を祈念い

たします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

甲信越地区同窓会会長 (続き) 

-  22  -



- 24 - 

 

 

東京文京SC学園祭（茗荷祭） 

- 主な活動の歩みと今後への期待 - 

SC内学園祭等連絡協議会会長・会長 齊藤 成吾 
 放送大学東京文京学習センターにおける茗荷祭が

教職員・学生サークル&同好会・同窓会からなる実行

委員会という組織化した中で実施されたのは、

2008(H20)年10月11日(土)&12日(日)の両日に筑波

大学旧校舎内において開催されたのが、最初であり、

第1回目だということができます。 

 このように三位一体的な開催がなされたのは、当

時の事務長・二宮 徹平氏の提案によるものであり、

当同窓会会報第 22 号では下記のように記載されて

います。 

『このように三者が一体になって開催されたの

は、今回が初めてのことであり、これを機に毎年１

～2 回の継続開催を願っている。教職員・学生のみ

でなく、近隣の地域の方々にもパンフレットを配布

して案内に努めた。このお祭りを本センターの関係

者のみでなく地域と一体となって盛り上げてゆくこ

とで放送大学の認知度も高まっていくことと思う。』 

 以上の事は今でも必要な事ではないかと考えてお

り、東京文京学習センター学園祭等イベントが、文

京区という地域住民に、より身近に感じられるもの

に是非したいものだと、その継続的な努力の必要性

を痛感する今日この頃でもあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 その後、同場所における第2回目の学園祭が開催

され、その後の学園祭開催については、一時筑波大

学校舎の筑波大学・放送大学新校舎への建替工事の

ため、東京都文京区から東京都北区・旧西浮間小学

校校舎への移転があり、そこで学園祭(第3回から第

5回)が開催されました。 
 

 

 

 

その後、東京文京学習センターは現在の「筑波大

学・放送大学」の新築された校舎において、学園祭

の開催は2014年度より、上記共催から、学園祭実行

委員会主催とした、新たな学園祭(茗荷祭)として、

秋季に年1回開催する形で実施することになりまし

た。以上の詳細につきましては、別表に記載の通り

であります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会の変化に対応する放送大学と今後の学園祭 

 放送大学における入学者数の推移をみますと平成

14&15 年をピーク(約 8 万人)として、現状では約 5

万人まで減少しております。当初の学生の属性をみ

ると、高校・旧制中学卒の割合は約63％であったも

のが、その割合は約 20%まで減少し、現在では大学

卒・大学院卒の割合が約50％まで上昇しており、学

生の質が大きく変化してきております。同時に当同

窓会においても、卒業生主体から、同時に学生の現

役でもあるという多くの同窓会員が在籍をするとい

う形に、大きく変化してきており、現在では、その

名称も東京学友同窓会と変更しました。同時に今回

のコロナ禍における社会の大きな変化に対し、放送

大学の授業も例外ではなく、従来の面接型より非対

面型へと切り替えられ、オンライン授業へと、大き

く変化してきております。放送大学に関わる全ての

学生がその変化に対応することが求められ、必要不

可欠なことになっております。このことは、当学友

同窓会においても例外ではなく、その「スキルを身

に付ける」ことが必要なことだといえましょう。   

上記のことは、今後の学園祭開催においても、例

外ではなく、リモートでの対応を学園祭の中に付加

していく必要性があるものと理解しており、関係者

の皆様のご協力とお力添えの程をどうぞよろしくお

願いいたします。 

 

同窓会の主な活動紹介 

模擬店「焼きそば・おでん・あんみつ・飲物」 

放送大学学園祭当日正門 
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同窓会会報の過去・現在・未来 
 会報編集委員会委員長・副会長 小瀧 千春 

＜会報の変遷＞ 

当同窓会の会報を振り返ってみ

ますと、旧ワープロ使用の手作り

版から2020 年 10 月発行第45 号

（コロナ禍特集号）まで途切れる

ことなく発行され、また今後も放

送大学・同窓会が続く限り、若い 

世代にバトンタッチされながら会報は号を重ねてい

くでしょう。常に現在は過去になりますが、しかし

過去の会報をひもとけば、その時代の「今」が息づ

いていることに感動を覚え、その時代の自分と照ら

し合わせ感慨深いものがあります。会報は同窓会の

歴史そのものであり宝物なのです。 

 

年⽉⽇ 2001(H13)年以降の会報名称の変遷   

2001. 3.〜 東京⽂京同窓会会報        7〜34号 

2001. 3.〜 
東京第⼀同窓会会報 

下⾺だより           14〜36号 

2015. 5. 旧東京⽂京同窓会・旧東京第⼀同窓会は 

合併。「東京同窓会」として発⾜      

2015. 7.〜 
東京同窓会会報        創刊号〜6号 

(通算第35〜40号) 

2018. 4. 東京学友同窓会に名称変更       

2018. 7.〜 東京学友同窓会会報        41〜45号 

 

＜過去の会報より抜粋＞  

2001年11月発行  東京文京同窓会会報  第7号 

「21世紀の初めに思うこと」     木村 寛子 

 東京文京同窓会は1991年2月11日に東京第2学

習センターとして発足し、今年の2月で満10年を迎

えました。 

20世紀は「戦争の世紀」であったが21世紀は「平

和の世紀」にしなければならぬ、というアピールが

年初よりあったが、9月11日、思いも寄らぬ大惨事

「同時多発テロ」がニューヨークで発生しました。 

 

2011年7月発行 東京文京同窓会会報 第27号  

「同窓会設立20周年を新校舎で祝いましょう！」 

             齊藤 成吾 

 今年、東京文京同窓会は設立20周年を迎えました。

現在、東京文京学習センターは、北区浮間の仮校舎

住まいをしておりますが、今年10月より茗荷谷の新

校舎での授業再開が実施されることになりました。

そこで「同窓会設立20周年を新校舎で祝いましょう」

ということに決まりました。 

2011年9月発行 下馬だより 第35号 

「さまざまの想いの去来する夏に」  工藤 廉子 

三月の大震災は自然の破壊力を見せつけただけ

でなく、先端的な技術関係がもたらす災厄という厳

しい教訓も残しました。放射能汚染や節電なども気

に掛かりさまざまな想いが去来する夏～ 

2012年1月発行 下馬だより 第36号 

「ありがとう下馬」        秋鹿 研一 

新年あけましておめでとうございます。しかし皆

様にとっては寝耳に水、今年は激動の1年となりそ

うです。センターが閉じられ、4 月からは「東京渋

谷キャンパス」としてセンター業務が引き継がれま

す。国有地の借用契約終了を受け、学園は渋谷への

センター移転を決めた訳ですが～ 

2015年7月発行 東京同窓会創刊号（通算第35号） 

「事務局委員に臨んで」               武井 美代子 

  世田谷学習センターが閉鎖され東京第一同窓会の

行方が懸念されました。形を変えてでも何とか同窓

会を残したいと願い、旧東京文京同窓会との合併（新

しい同窓会の誕生）の交渉委員として合併検討会を

重ね進めてきました。合併後拝命されたのが事務局

長副。会がスムーズに回るようにしていくのが仕事

です。 

20018年7月発行 東京学友同窓会会報 第41号 

「放送大学新時代とBSマルチチャンネル化」 

副学長 池田 龍彦 

昨年、來生新学長が就任して策定したVision’17

に放送大学新時代をテーマに詳しく述べられていま

す。その一つが本年 10 月から開始する放送大学の

BSチャンネル231chと232chのマルチチャンネル化 

同窓会の主な活動紹介(続き) 同窓会の主な活動紹介(続き) 
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です。本年9月末で地デジ12chの使用権を返上して

全国でのBS放送一元化が図られます。 

 

2020年10月発行 東京学友同窓会会報 第45号 

（コロナ禍特集号） 

 

30周年記念誌発行のお知らせ    齊藤 成吾 

上記記念事業の実施についてはコロナ禍の収束

後の開催になりますが、30周年記念誌は下記の通り

の発行を予定しております。 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

前出の会報7号には「21世紀の初年に10周年を

迎えたこと」、また、会報27号には「20周年を新校

舎で祝いましょう！」の記事があり、そして会報45

号(最新号)はコロナ禍特集号の中で「30周年記念誌

発行の予定」があり、何か特別の年に各周年を迎え

ていることが分かります。 

40 周年・50 周年を迎える時、放送大学は、日本

は、世界はどう変化しているのでしょうか。 

 

＜会報の現在・未来＞ 

2020 年初頭から世界中に蔓延している新型コロ

ナウイルス感染症は、日本では第一波、第二波と続

き、現在は第三波が猛威を振るっています。 

このコロナ禍により人々の生活は一変し、当たり

前であったことが当たり前でなくなり、人と触れあ

うことは極力避け、外出時は世界中の人がマスクを

するという深刻な状況が続いています。 

一方、社会においてはリモートワークの常態化、

教育機関ではオンライン授業開設等が取り入れられ、

多方面でコンピュータを駆使した方法が考えられ実

行されています。その結果人々は気付き始めました。

コロナ禍が終息しても完全には元の社会には戻らな

いことを、多方面で大きな転換期となることを。 

会報においても同様です。会報 45 号（最新版）

の編集会議はWeb会議で、校正・初稿割付け･確定な

ど編集作業は総てパソコンメールで行い、一同が集

まって楽しく編集作業をすることはありませんでし

た。 

しかし、会報の発送作業は共同の手作業です。広

いスペースを確保し、宛名シール貼りや会報の封入

作業は、三密を避けコロナ禍には細心の注意を払っ

て行いました。 

将来的には、会報は印刷という紙媒体ではなく、

電子データにより配信することになるでしょう。 

その場合のメリットは、印刷代・送料などの費用

削減、ページ数の制限なし、発送作業も必要なし等

が上げられます。 

課題は会報を読むために読者（同窓会会員の皆

様）のパソコン操作のスキルアップです。会報は読

者あってのものですから、そのための研修は必要で

あり、同窓会として何ができるかが求められるとこ

ろです。 

また在学生の多い当学友同窓会なので、学習セン

ター側にも時代の変化に即して、面接授業にパソコ

ン操作関連科目を多く新設してくださるようお願い

いたします。 

 

＜会報とのご縁＞ 

2009年9月27日第1学期学位記授与式が旧校舎

で行われました。2 年間の通信教育による孤独な勉

学で、友人の1人も出来なかった私は、せめて式直

後の祝賀会に参加しようと思い立ち、別室へ向かい

ました。入口で同窓会入会勧誘を受け、早速入会し

ました。 

会場は広く、自己紹介などを交えて歓談していま

すと、1人の女性に声を掛けられました。「同窓会の

者ですが会報にご寄稿いただけませんか？」戸惑い

ながらも「はい」とお引き受けし、記事は第24号会

報「卒業祝賀」欄に掲載されました。 

これが会報とのご縁の始まりで、翌年の総会で世

話人会（現在の役員会）に入会した私は、数年後に

は会報委員会を担当し、卒業祝賀パーティの参加者

に私の方から「同窓会会報『卒業の喜び』にご寄稿

いただけませんか？」と声を掛け今に至っています。 

ご縁とは不思議なものです。あの時祝賀会に参加

しなかったら･･･。今は素晴らしいご縁に恵まれたこ

とを感謝しております。 

会報編集委員会は、同窓会会員の皆様・放送大

学・学習センターを結ぶ情報共有の発信窓口として、

有意義で楽しんで読んでいただける会報作りを目指

し、編集委員一同で精進しています。 

当同窓会会報が、会員の皆様や関係者の方々のご

支援・ご協力で45号まで継続していることに感謝い

たします。そして放送大学及び当同窓会の発展と共

に若い世代に引き継がれ、生き生きとした魅力ある

会報に成長していくことを期待しております。 

今後とも東京学友同窓会会報をどうぞよろしく

お願い申し上げます。 

同窓会の主な活動紹介(続き) 
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「見えない友」とのつながりを 

ＨＰ検討委員会委員長 浅野  佐保子 
東京学友同窓会では2016年10月から、新しいＨ

Ｐ（ホームページ）を立ち上げて、東京学友同窓会

の行事予定・行事報告や会報がいつでもどこからで

もアクセスできるとともに、入会・行事などの参加

申込、会員情報の変更などがネット上から可能にな

りました。 

同窓会連合会ＨＰを入り口として、全国各同窓会

との連携を保ちながら、学歌の一節「いつでもどこ

でも見えない友と」の連帯感や情報を共有し、同窓

会行事への積極的参加を通じて「見える友」を増や

せるきっかけにできればと願っています。 
 

連合会方式による統一的ＨＰ 

 従来放送大学全国各地の同窓会では、独自にＨＰ

を開設しているところも多く、それぞれ個性的なサ

イトの閲覧は楽しみではありましたが、同窓会によ

っては、技術者が不在で開設できない、担当者交代

で更新がなされない、個人契約のプロバイダ利用の

ため担当者交代の際は新たに作り替える必要がある

などの問題も生じていました。そこで同窓会連合会

と千葉同窓会担当者の主導で、同窓会連合会ＨＰの

中に各同窓会サイトを置き、googleのシステムを利

用して、統一的内容をもつ各同窓会ＨＰが、簡単に

構築できるような方式が考案されました。 

教育目的なのでgoogle利用料金は無料。将来的

にも安定した存続が見込まれるとともに、テンプレ

ート利用によりＨＰ開設・更新に専門的知識が不要、

複数担当者による分担が可能、担当者交代が容易な

ど多くの利点があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

東京学友同窓会のＨＰ内容 

東京学友同窓会ＨＰもこの方式で作られていま

す。ＨＰは①誰でも閲覧できる一般ページと、②会

員限定のページの２段階で構成されていますが、現

在は、当初の会員限定ページの内容を大幅に一般ペ

ージに移行し、未入会の方にも学友同窓会活動の全

貌が見え、新会員獲得の一助となるようにしていま

す。 
 
① 一般ページでは 

1.【ホーム・お知らせ】 

1.1 入会ご希望の方へ 

1.2 会長ごあいさつ 

1.3 会則 

1.4 同窓会のあゆみ 

2.【役員名と担当】 

3.【行事関連】 

3.1 行事予定 

3.2 行事報告 

4.【学友同窓会会報】（通算43号以降） 

5.【お問合せ・申込等】 

6.【各同窓会ＨＰリンク】 

7.【マナー・個人情報保護方針】 

8.【更新履歴】 

同窓会の主な活動紹介(続き) 
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② 会員限定ページは 

 
 

1.【ホーム】 

2.【総会ご案内】 

3.【学友同窓会会報】（通算35号～42号） 

4.【連合会】 

の構成になっています。会報の初期のものが会員限

定ページのみに入っているのは、当時の個人情報保

護方針に基づくためです。 
 なお個人情報保護方針は、東京学友同窓会ならで

はの人脈で、専門家が作成したもので、掲載内容の

訂正・削除請求などにも対応していますので、ご安

心いただけると思います。 
 
ＨＰサーフィンで東京文京学習センター一巡を 

東京学友同窓会が本拠をおいている東京文京学

習センターは2011年に新築され、ガラスを多用した、

緑あふれる外部の植栽との一体感を感じさせる明る

く開放感のあふれた「絵になる」モダンな建築物で

すが、旧学舎や浮間臨時学舎当時の古い卒業生や、

旧東京第一（下馬）の所属だった会員の中には、ま

だ一度も来たことがないという方もいらっしゃるか

と思います。そこでＨＰでは、各ページに建物内の

写真を掲載して、ＳＣの素晴らしさを紹介していま

す。 

この記事のタイトル画像をご覧になって「何、こ

のキリン？」と思われた方は是非一度文京ＳＣに足

を運んでみてください。今年はコロナ禍で学園祭（茗

荷祭）が中止になり残念でしたが、一段落したらま

た同窓会行事も復活すると思いますので、ＨＰをご

覧の上参加していただけるようお待ちしています。 
 

ＨＰへのアクセス方法 
① ＨＰ閲覧ソフトの検索欄に 放送大学東京学友

同窓会 と入力し、検索結果から選択するか 

 
 
② ＵＲＬ欄に 
http://tky.ouj-dosokai.net/  
と直接入力すると一般ページが開きます。 
 

行事報告欄には写真や動画がいっぱい 

行事報告のページには2016年度以降の各行事の

写真や動画が掲載されています。18年度の学園祭記

録には岡部前学長の社交ダンスシーンの動画もあり

ます。行事の度に担当者や参加者から報告記事と写

真・動画をいただき、できるだけ早く更新するよう

にしています。 
 
今後とも皆様に見ていただけるＨＰを作れるよ

う努力したいと思いますので、お気づきの点があり

ましたら、ＨＰの【お問合せ・申込】欄からご意見

をお聞かせいただけると幸いです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同窓会の主な活動紹介(続き) 
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       行事委員会委員長 大野 和子 

同窓会では、年間を通して多くの行事が行われま

すが、行事委員会としての主な催しとして、新春恒

例の国立演芸場に於いて、新春芸能鑑賞会と新春懇

親会・春のお花見の会・秋の世界遺産を訪ねる旅を

主に実施してまいりました。 

新春芸能鑑賞会・新春懇親会 

 毎年 2 月 11 日を鑑賞日として、国立演芸場にて

古典芸能の落語、漫才、新年の獅子舞、又、噺家さ

んの演じる面白可笑しい鹿芝居等を鑑賞し大いに笑

い大いに楽しみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記芸能鑑賞後は、劇場の近くのレストランにて

懇親会を行います。美味しいご馳走と少々のお酒で

話に花を咲かせ、楽しい時間を過ごします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お花見会 

 毎年春の行事としてお花見会を行います。 

年ごとに場所を設定し、花の下に集い、持ち寄りの

お弁当とお酒も少々、青空の下でのびのびと歌を歌

い、楽しい会話でにぎやかな一時を過ごしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋のバス旅行  

世界文化遺産の旅 

富岡製糸場と高山社跡 

 平成29年11月世界遺産「富岡製糸場・高山社跡」

を訪ねました。富岡製糸場と絹産業遺産群は、西欧

からの最新技術を導入、明治 5（1872）年設立され

た富岡製糸場と周辺の養蚕関連施設（近代養蚕農

家・田島弥平旧宅・高山社跡・岩の隙間から吹く冷

風を利用した荒船風穴）で構成されています。 

 富岡製糸場は、日本で最初の官営模範工場で、当

時世界一の製糸工場であり、女性が活躍した場所で

もあった。工場内には、読み書き、裁縫等を教える

学校や診療所等もあり、現在からみても女性が安心

して働けるための工夫が随所に見られるという。 

 また、高山社跡は養蚕の教育機関で、養蚕法〈静

温育〉を鋭い観察や実験により改良し、収繭量の安

定と品質向上の技術を国内外に伝承した場所である

という。ガイドの方の詳しい解説もあり、養蚕を行

う家屋の工夫を実際に見学できました。 

同窓会の主な活動紹介(続き) 同窓会の主な活動紹介(続き) 

行事紹介 

芸能鑑賞後の懇親会 
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富士山とその周辺を訪ねる旅 

平成30年10月富士世界遺産センター及び三保の

松原を訪ねました。途中由比エビセンターにて昼食、

その後富士遺産センターへ。遺産センターは真新し

く逆さ富士を模した斬新な建物で、内部の見学と、

最上階から実際の富士山を一望、御穂神社から三保

の松原までの散策を楽しみました。 
 
  
 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日光の社寺 東照宮を訪ねる旅 

令和元年10月19日台風の影響で雨の降る中を出

発しましたが、現地に近づくにつれ雨も上がりほっ

と致しました。途中、湯葉工場の見学と試食、リニ

ューアルされた東照宮や陽明門などの素晴らしい 

彫刻の数々を見学しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 今年度は新型コロナウイルスにより全ての行事は

残念ながら中止という大変な年になりました。世界

中が、大変な危機に直面しています。人々の暮らし

や考え方も変化しつつありますが、新型コロナウイ

ルス禍が一日も早く収束してくれることを願うばか

りです。 
富士世界遺産センター 

東照宮参道前 

唐門  東照宮門前 

三保の松原（羽衣の松) 

同窓会の主な活動紹介(続き) 

養蚕用家屋 高山社跡 

富岡製糸場 
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地域交流会の経緯と今後について 
地域交流会委員会副委員長・元副会長 住田 澄枝 

地域交流会の発足は同窓会活 

動の躍進を目指すなかで、会員の皆

様の高齢化で遠くまで出掛けること

に躊躇される人達や、意識の促進の

為に役員が地域に出向いたし、地域

会員の皆様との交流をすることが目 

的で始まりました。 

初回は平成21年6月28日、八王子近隣地域を在

住役員が担当いたし「八王子クリエイトホール」の

1 室を借りてささやかな茶話会で歓談いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後、年に1 回～2 回に亘り地域を決めてご案

内を出し、令和元(2019)年11月9日までに15回開

催をしており、その詳細は別表に記載の通りであり

ます。 

地域交流会では、初対面にも関わらずお会いする

と直ぐに打ち解けて話が弾み思いがけない出会いや

新たな刺激を得られたことは大きな役割を果たした

ことになるのではないかと思う次第です。 

当学友同窓会会員全てに対応したというには大

いに反省点もありますが、一応一巡をしたのではな

いかと思うと同時に、今後の対応としては、会員の

皆様の地域分析をより明確にして、別表の特記事項

に記載されておりますが、できるだけ、漏れの無い

ようにすることの必要性を痛感しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域における同窓会会員の参加者は、各地域交流

会とも約1割位の出席であり、今一度会員の皆様へ

の協賛を勧める為への方向性が問われるところです。

地域交流会の開催にご尽力いただきました地域担当

他当関係者の皆様に感謝を申し上げます。 

 

文京サロン交流会 

今まで実施してきた地域交流会を通して、当東京

学友同窓会会員の中には、社会的に顕著な活躍をさ

れている方が多くおられるということでした。そん

な方々にその躍如たるお話を聴くことが出来たらと

いうことで、新たに「文京サロン交流会」の開催を

始めるに至りました。 

  

初回の上野英樹様は文京区の地域交流会にご出

席され、長年馬の絵画を特筆とされている画家で、

馬への飽くなき探究心と観察力の絵画は鑑賞するに

価するもので、茗荷祭にも実演にてその実力を発揮

してくださいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表に記載の通り、第2回は冨永靖德様（教授）、

第3回の鹿川美代子様は三地区（豊島・杉並・中野）

の地域交流会にご出席されて福祉関係の仕事の中で

二胡の演奏活動もされ、この日も福祉関係のお話の

後で私達も二胡に合わせて抒情歌などを歌い和やか

なひとときでした。第4回の廣瀬信子様は神奈川・

川崎地域交流会に参加され、東洋医学・音楽家とし

てはコカリナ演奏などで活躍されていて学園祭にも

出演していただきました。第5回の彦坂都嗣人様は

協力的なる事業活動を展開されていて、ポジティブ

な生き方の推奨を力強く説かれ大いに共感するもの

がありました。 

上記「地域交流会」を通して「文京サロン交流会」

の開催という流れの中で、多くの会員の皆様と直接

的に有益な情報交換をしてまいりましたが、今回の 

同窓会の主な活動紹介(続き) 

品川・目黒・大田区地域交流会 

同窓会の主な活動紹介(続き) 同窓会の主な活動紹介(続き) 同窓会の主な活動紹介(続き) 同窓会の主な活動紹介(続き) 
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コロナ禍の状況を察知いたせば、新しい取組が必須

となりましよう。 

今後はWebを取り入れたリモート形式等の取組が

不可欠だと思われますが、先ずは、会員の皆様の声

も取り入れながら「地域交流会」の継続と発展を一

途に願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020.3.31現在

No. 日程 曜日 項目 開催場所 備考

1 2009(H21).06.28 日 八王子地域交流会 八王子クリエイトホール

2 2010(H22).09.13 日 　同上 八王子小宮公園・うかいとうふ

3 2011(H23).10.22 土 文京地域交流会 東京文京SC会議室１

4 2013(H25).07.14 日 八王子地域交流会 八王子市

5 2013(H25).08. 10 土 練馬地域交流会 西武練馬駅周辺

6 2014(H26).06．29 日 板橋・北地域交流会 板橋区

7 2015(H27).10.31 土 品川・目黒・大田地域交流会 レストラン「KURA」

8 2016(H28).05.21 土 文京地域交流会 東京文京SC会議室１

9 2016(H28).07.05 火 世田谷・狛江地域交流会 三軒茶屋「しゃれなーど」

10 2016(H28).11.06 日 新宿・港・中央・千代田地域交流流会 新宿区四谷

11 2017(H29).10.16 月 杉並・豊島・中野地域交流会 IKE・BIZ(としま産業振興プラザ)

12 2018(H30).04.28 土 小田急沿線町田・多摩地域交流会 向ヶ丘遊園「日本料理・柏屋」

13 2018(H30).10.21 日 神奈川地域交流会 和食・藍屋（武蔵小杉）

14 2019(H31).04.20 土 埼玉地域交流会 東天紅Jack大宮店

15 2019(R01).11.09 土 総武・常磐沿線東京＆千葉地域交流会 錦糸町・TomTom錦糸町店

東京学友同窓会役員と地域会員との交流会開催一覧表

＜特記事項＞

5.川崎市在住会員　＝79名

6.横浜市他神奈川地区在住会員　＝125名

　　2019年度以降の役員と地域会員との地域交流会は原則として下記の通りとする。　　　　　(注）会員数は201.7.11名簿調査

1.埼玉地域在住会員（含千葉在住会員：44名）＝151名

2.中央本線(三鷹市＆武蔵野市以遠)・京王線（調布市以遠）、西部新宿線（西東京市以遠）、西武池袋線（東東京市以遠）在住会員　＝148名

3.小田急線在住会員（世田谷区108名、狛江市、稲城市、多摩市、町田市、川崎市麻生区(21名)在住会員＝189名

4.東京その１在住会員（渋谷区、目黒区、新宿区、杉並区、中野区、豊島区、練馬区、板橋区、北区、文京区、千代田区）在住会員　＝306名

　同上その2（太田区、品川区、中央区、台東区、墨田区、江戸川区、葛飾区、足立区、荒川区、港区、江東区）在住会員　＝220名

2020.3.31現在

No. 日程 曜日 テーマ 講師 場所
1 2016(H28).09.17 土 馬を探して40年 上野　英樹画伯/東京学友同窓会会員 会議室1(2階）

2 2017(H29).8.26 土 水の不思議から見えること 冨永　靖德先生/東京学友同窓会会員 講義室１(2階）

3 2018(H30).8.29 水 ２胡と共に 鹿川　美代子/東京学友同窓会会員 講義室５(2階）

4 2019(R01).6.20 木 ①やさしい東洋医学の話 廣瀨　信子先生/東京学友同窓会会員 多目的講義室１

②コカリナ演奏（アンサンブル・コカぺリ） 　プロの声楽家/コカリナ」のプロ演奏者

5 2020(R02).2.08 土 『自分の人生称えましょう・あなたの人生称えましょう』 彦坂　都嗣人/東京学友同窓会会員・博士 講義室1(2階）

文京サロン開催一覧表

コカリナ演奏会 

同窓会の主な活動紹介(続き) 
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東京渋谷委員会活動紹介 
東京渋谷委員会委員長・副会長 砂川 久子 

 東京渋谷委員会は、放送大学東京渋谷学習センタ

ーと放送大学東京学友同窓会との年１回の懇談会を

中心としています。 
 放送大学世田谷学習センターが 2012（H24）年閉

鎖になり、渋谷学習センターが出来ました。 
 世田谷学習センター内にあった東京第一同窓会は

いろいろ検討した結果、放送大学東京文京同窓会と

合併し、放送大学東京同窓会になりました。のちに

学生も会員にと放送大学東京学友同窓会と改名しま

した。 
東京学友同窓会は、２つの学習センター（渋谷学

習センターと文京学習センター）とかかわることに

なりました。両学習センターと年１回は懇談会を開

催しております。 
 渋谷学習センターは、都心の中心地にあり地の利

がよく学生数は日本一で若者が多いのも特徴ですが、

センターは狭く、入学式・卒業式・面接授業・試験

等は近くのビルの会議室等を借りて行っています。 
 他の学習センターと異なる点が多々ありますが、

懇談会ではお互いの情報・意見を出し合いご協力を

いただいております。 
 また、年２回発行の東京学友同窓会報の１回分の

発送費用を文京学習センターと半々で負担していた

だきとても助かっております。 
 入学生・卒業生等へ書類等を配布するときは、同

窓会の入会案内等を入れて配布していただいており

ます。 
 今後とも忌憚のない意見交換ができ、お互いに協

力し合っていけるようお願いいたします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放送大学グッズ・叢書販売 

叢書＆バッジ販売委員会委員長・前会長 木村 寛子 

 放送大学同窓会連合会における卒業修了祝賀パー

ティの開催は、当初同窓会連合会が主催で実施して

きました。その後卒業・修了学位記授与式はNHKで

実施することに変更され、都内周辺のホテルに移動

後、卒業修了祝賀パーティを開催することになりま

した。その費用負担増大対応の関係上、放送大学と

の共催で実施することに変更になりました。 

 同窓会連合会活動につきましては、これまで、上

記祝賀パーティ等で得たいくらかの会費を積み立て

て、活動の一部を補完していますが、役員の個人負

担は変わりません。そんな時期に、石学長がご提案

下さったのが放送大学グッズ販売であり、男子用に

ネクタイ、女子用にスカーフの販売でした。 

その後、放送大学オリジナルバッジ販売を実施し

ておりますが、これは放送大学同窓会連合会が放送

大学の許可を得て制作・販売しております。 

上記グッズ販売は大きな金額にはなりませんが、

放送大学学生の仲間意識を高めるものとして好評を

博しております。同時に放送大学叢書を販売するこ

とになり、各同窓会が放送大学叢書販売をしている

左右社と個別契約の上、各同窓会で市価より割引し

た値段で販売をしております。 

 

当東京学友同窓会では、上記放送大学オリジナル

バッジを下記の通り販売しております。 

バッジセット    1,000円 

ピンバッジ      500円 

まなぴーピンバッジ  500円 

 

本バッジを装着して、放送大学・他学習センター

を訪問しますと、直ちに、同僚としての仲間づくり

ができるのではないかと実感しております。一種の

連帯感でしょうか。放送大学学習センターでは、バ

ッジを装着、打合せや公開講演会・学園祭等イベン

トに参加されては、如何でしょうか。 

また、放送大学叢書(47 巻)では、東京文京SC に

おける入学式、卒業式、学園祭等で月1回販売予定

で、市価より多少安値で販売をしております。当方

で販売している叢書は、これまで放送大学の授業で

用いられた印刷教材・テキストの一部を再録する形

で作成されたものが多くあります。 

 

 

同窓会の主な活動紹介(続き) 同窓会の主な活動紹介(続き) 

東京渋谷SC所長・事務長と同窓会役員との懇談会 
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放送大学での生涯学習 
副会長 藤田 豊 

放送大学（以下「本学」）は、

教養学部として多彩な授業を提供

しています。学び始めて30年以上

の時が流れました。本学での学び

や東京学友同窓会（以下「同窓会」）

との出会いを振り返ります。 

 

本学での学び 

1984 年、テレビ朝日で本学の試験放送が流され、

本放送開始を心待ちにしました。私の学生番号は

「851-・・・」。1985 年１学期入学の本学一期生で

す。その頃、社内で新製品開発に携わり、知識を体

系立てて学び直す必要性を感じていました。そこで

仕事と勉学の二足の草鞋を履きます。学生に戻りた

いという甘えも少しあったかもしれません。 

初期に視聴した科目は自然科学系でしたが、生活

科学系に興味を覚えたり、言語学系を取ったりと、

受講科目は年齢と共に変化します。海外赴任時には

本学から遠のかざるを得ませんでしたが、定年後の

生活を意識し始めたころ再び本学の門を叩きます。 

 

思い出に残る授業 

上海駐在時に部下の中国人が「それ、私がやって

あげる」と言ってきました。何も注意せずにやらせ、

あとで日本語を教えることにより人間関係が深まり

ました。言葉の背景には文化がある、母語の発想が

外国語学習を邪魔する、ということを本学の「こと

ばとコミュニケーション」「日本語学概論」「日本語

教授法」などで学んでいたのが役立ちました。 

昔は記述式の中間レポートが多く、先生直筆の寸

評付きで返ってきました。「よくまとまっています。

この調子でがんばってください」という内容よりも

「レポートは作文ではありません」といった辛辣な

指摘のほうが、やる気が出たものです。 

平日夜間や休み期間中にも面接授業があり、社会

人の私には役立ちました。面接授業の後で先生を囲

む飲み会が開かれ、教室内よりも熱い議論となるこ

ともありました。終了して何年も経つのに、今でも

面接授業の同窓生が先生を囲む会も開かれます。 

記憶に残る放送授業は、河合雅雄・日高敏隆両先

生の「動物の行動」(1985年1学期履修)、福井芳男 

 

先生の「フランス語Ⅰ」(1986年3学期履修)、小沢

昭一先生の「芸能と社会」(1990年1学期履修)など。

今の放送授業科目はすべて2単位で週１回放送です

が昔は週2回放送の4単位科目があり「フランス語

Ⅰ」もそうでした。放送大学叢書の「西部邁の経済

思想入門」が30章なのは、元の講義「近代経済思想」

が30回の放送だったからです。短期間で学ぶのは大

変ですが、充実した内容の4単位科目が懐かしい。 

 

生涯学習へのこだわり 

本学には学部や学科といった垣根がなく、幅広い

領域を学習できるのが素晴らしい。ただ、生涯学習

を謳いながら、それに対応するコースがないのは残

念です。大学という枠組みによる制約があると思い

ますが、長く学び続けるコースを作れないものでし

ょうか。必修科目があれば、それを履修しなければ

卒業せずに済みますが、カリキュラム改定ごとに卒

業要件が甘くなり、必修科目もなくなりました。 

卒業せずに本学学生を続けることを密かな楽し

みとしていましたが、2019年１学期に卒業してしま

います。前年２学期に在学期間が終了し、再入学し

た途端に卒業。旧カリキュラムでは専門科目単位不

足で卒業せずに済みましたが、再入学時の新カリキ

ュラムでは既存単位だけで卒業要件を満たしたので

す。「卒業せずに本学学生を続ける」楽しみは消え、

学び続けるために年に二回も入学金を払う始末。こ

れは私の不注意によりますが、今でも本学に生涯学

習のためのコースがあれば良いのにと思います。 

 

同窓会との出会い 

予期せぬ卒業でしたが、縁とは不思議なもの。

2019 年９月22 日に東京文京学習センターで開かれ

た卒業証書授与式の場で同窓会に入ります。親睦旅

行や観劇会などの行事に参加する中で、齊藤会長か

らのお声掛けがあり、今年度の役員(副会長)になり

ました。昨春の定年退職後、経験豊富な周囲の方々

の助けがあれば、少し同窓会の役に立てるだろうと

考えました。でも、コロナ禍で多くの行事が中止に

なり、他の役員の方々と接する機会が奪われます。

結果論ですが、同窓会で何もしておらず、安易に副

会長を引き受けたことを後悔し反省しています。 

与えられた本稿テーマは「生涯学習と助成金活

用」でした。これまでの同窓会活動にほとんど関わ

っていないので「放送大学での生涯学習」と題し、

本学での思い出をつづらせていただきました。コロ

ナ禍に免じて、お許しいただきたい。 

同窓会の主な活動紹介(続き) 
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同窓会活動と事務局対応 

                 事務局長 荒井 知子 
        放送大学東京学友同窓会設立30 

        周年を迎え、共に喜び合いたいも

のです。 

現在、東京学友同窓会では、同

窓会役員26名が、会長、副会長を

中心に、SC内連絡協議会、会報編 

集委員会、HP検討委員会、行事委員会、地域交流会

、東京渋谷委員会、叢書・バッジ販売委員会等の各

担当に分かれて活動をしております。 

主な活動といたしましては、 

① 定時総会・講演会・懇親会の開催   

② 役員会（年12回） 

③ 役員幹事会（年2回） 

④ 会報の発行（年2回） 

⑤ SC内連絡協議会（学生サークル・教職員・学友 

同窓会の組織で主に学園祭関係）年7回開催 

⑥ 学園祭・講演会開催 

⑦ 秋季バス旅行 

⑧ 新春芸能鑑賞会・懇親会 

⑨ 地域交流会開催（年2回） 

⑩ 文京サロン開催（年2回） 

⑪ 卒論・修論発表会 

大学側への協力といたしまして、 

① 学生募集への協力(会報にて)  

② 入学者の集い（年2回） 

③ 第1学期卒業証書・学位記授与式＆祝賀会 

④ 卒業・修了祝賀パーティ実行委員会 

⑤ 学位記授与式＆卒業・修了祝賀パーティ 

⑥ 東京文京学習センターと東京学友同窓会役員と 

の懇談会 

⑦ 東京渋谷学習センターと東京学友同窓会役員と 

の懇談会 

等に参加・ご協力をさせていただくなかで、東京学

友同窓会への入会案内を行っております。 

 

事務局では学友同窓会活動を円滑に処理するた

め東京学友同窓会会則、事務局細則、会計細則、交

通費支払細則等の会則に従い、同窓会活動、各行事

に必要な準備や資料を提供しております。会計・名

簿担当には年間を通して、会員の入会、退会、年会

費の徴収にご尽力いただいております。 

 

 

 

現在、東京学友同窓会の会員数は1,140名（令和 

2年10月現在）で、年々会員数が減少しており、大

きな問題となっております。会員様のご高齢化が進

み退会者が増加しております。在学生会員様、若い

会員様にもっと同窓会活動に参加していただき、新

しい企画・アイデアで魅力ある意義のある東京学友

同窓会作りにご協力いただきたいと考えております。 

 

会員様からの主なご要望は年会費の支払いをコン

ビニでも可能にしてほしい、終身会員希望、同窓会

費を前納したいなどがあります。コンビニでの支払

いには設備が必要なうえ、毎月の必要経費も少なく

ありません。また終身会員制度は、以前にもござい

ましたが、バブルの崩壊、低金利の中で終身会員制

では成り立たなくなり廃止されました。若い学生会

員様が増えている中で終身会員制にするためには、

幅広い年齢層の問題を解決しなければなりません。 

 

また、発送作業ですが長年お世話になりました池

上様がご高齢のため辞退されましたので会報等の封

入・発送作業の外注先を探しております。従来、総

会案内と会報(2 回)の合計年3 回発送をしておりま

したが、今年度は会報と総会案内を同送し1回分の

発送費用を削減しております。また、発送作業の外

注につきましては年2回発送のうち、1回は外注、1

回は学友同窓会役員で発送作業を行う方向で検討し

ております。 

 

昨年来、会員の皆様にメーリングリストへのご登

録をお願いしております。会報、総会資料等をメー

ルで送信することができれば、経費の多くを占める

会報、総会資料等の印刷費、発送費を大きく減らす

ことができます。会員の皆様にはどうぞご理解・ご

協力をお願いいたします。 

 

このたび、東京学友同窓会設立30周年記念誌の一

端に加わることができましたことを深く感謝申し上

げます。昨年から事務局長の大役を担っております

が、老子の「進むうちに理解し、実行していくうち

に悟る」の精神で、微力ながら東京学友同窓会の継

続・発展のために貢献させていただきたいと思って

おります。 
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同窓会活動のWeb化(テレワーク)推進 

ＨＰ検討委員会＆事務局担当 西岡 進            

         2019 年度から2020 年度にかけ

て、“同窓会活動の Web を活用し

たテレワーク”の導入を推進して

きました。 

東京学友同窓会の年会費の入金

処理や会員情報変更管理に関して、

ゆうちょ銀行“ゆうちょダイレク 

ト”の導入、またコロナ禍で役員会やミニ総会を行

うため、Web会議システムの導入を行いました。 

（１） “ゆうちょダイレクト”の導入 

 東京学友同窓会の処理で、最も取扱量が多い案件

は、約1200名の会員からの“年会費入金に関する処

理と会員個人情報の変更管理”です。 

毎年、600～700名からの年会費の入金処理を行って

います。 

 従来の年会費入金に関する一連の作業の流れは以

下でした。 

① 会員からの入金や個人情報変更を記述した振

替受払通知書は、ゆうちょ銀行から学習セン

ターに郵送され 

② 会計担当者等が学習センター事務所に振替受

払通知書を取りにお伺いし 

③ 振替受払通知書に記載されている内容を読み

取り、学友同窓会の入金管理帳簿にデータ入

力を行う 

 2019 年 9 月、“ゆうちょダイレクト”を導入しま

した。 

“ゆうちょダイレクト”を利用した場合は、入金や

個人情報変更に関する振替受払通知書の内容が、会

計担当者等の自宅のＰＣから直接Web閲覧できるた

め、従来の作業の流れの中で、① & ②の作業が不要

となりました。“ゆうちょダイレクト”導入の結果、

以下のような効果を得ることができました。 

・年会費が入金された翌日に、入金管理帳簿に年

会費データの入力が可能となった 

・学習センターの事務所の方の作業、及び会計 

担当者が学習センターに行く回数を削減でき、 

関係者は、紙の「振替受払通知書」に“触れる

ことなく”、処理を行うことが可能になった（コロナ 

 

 

 

感染防止対策）。 

 会員の個人情報変更管理については、振替受払通

知書からの会費入金情報、住所変更情報や、メール

アドレス登録・変更についてはＨＰからの入手した

情報について、ほぼ毎日、会計担当・メール担当・

事務局長・名簿担当がメールにて情報共有を行い、

会員名簿にその内容を反映させる活動を行っていま

す。 

 会報や総会案内を送付する際の、会員1200名の宛

名印刷の作業については、従来は東京文京学習セン

ター内東京学友同窓会室のパソコンとプリンターを

使って作業を行っていました。2019年3月以降、会

報44号と45号送付時の宛名印刷作業は、コロナ禍

の対応として、自宅にて作業を行い、印刷した宛名

印刷シールを東京文京学習センター気付東京学友同

窓会に郵送する方法に切り替えて運用を行いました。 

 

（２） “Web会議システム”の導入 

2020 年度 放送大学東京学友同窓会は、以下の経

過でWeb会議の導入と活用を行いました。 

・Web会議システムの評価 

・Web会議 Meetの立上げ 

・Web会議 Zoomの利用 

 

Web会議システムの評価 

 2020年5月時点、放送大学にて先行利用されてい

た「Zoom」と、放送大学同窓会連合会にて先行利用

されていた「Meet」の２システムについて評価を行

いました。（下記 表参照） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同窓会の主な活動紹介(続き) 

コロナ禍における同窓会活動 

同窓会の主な活動紹介(続き) 

   Web会議システム⽐較＆先⾏活⽤事例
項 ⽬      Web会議システム

   Zoom      Google Meet
動作 アプリ 〇 ブラウザ ◎
利⽤ 無料版 40分 〇 無制限 ◎
時間 有料版 24時間（プロ） ◎ 無制限（Education） ◎
画⾯表⽰ ４９名 ◎ １６名 〇
 ⾳質 良い ◎ ⽐較すると劣る 〇
アカウント 開催者登録要 開催者登録要
  登録必要性 参加者登録不要 参加者登録不要

参加者数 100名（プロ） 100名（Education）

スマートフォン アプリ必要 アプリ必要
先⾏ 団体名 放送⼤学 放送⼤学同窓会連合会
活⽤ 会議等 教授会、⾯接授業 役員会、書⾯総会議決
事例 プラン Education G-suite for Education
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Web会議 Meet の立上げ 

東京学友同窓会としては、「Meet」を採用し、ミ

ニ総会に向けてWeb会議を開始しました。 

 5 月10日「第１回Web会議接続テスト」を実施、

役員14名の方のＰＣとの接続を確認。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

6月14日「第２回Web会議接続テスト」を実施し、

新たに役員７名の方のＰＣとの接続を確認。最終的

には、役員26名中23名の方のＰＣとの接続を確認

しました。 

    

 

 

 

 

 

 

 

2020年度 ミニ総会の開催 

 初めてのWeb会議（ミニ総会）を開催するに際し

て、「Web会議開催要領」を作成しました。 

 

 

以上の準備を行った結果、役員会メンバが参加し

て「ミニ総会（Web会議）」を、無事開催することが

出来ました。 

  

東京学友同窓会 ミニ総会（2020年6月28日） 

 

Web会議 Zoom の利用 

 上記 Web 会議システムの評価にて検討しました

「Zoom」については、放送大学の面接授業での利用

が定着化してきており、学生が面接授業を受ける際

には必ずZoomを使う必要があります。 

この為、東京学友同窓会として、各学習センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属の学生支援活動の一つとして“Zoom の使い

方”を指導するという新しい役割を担うことが必須

となってきています。 

 

以上のような理由で、東京学友窓会は、Web 会議

システムをMeetからZoomに変更することを決め、

東京学友同窓会 第3回役員会よりZoomの利用を開

始しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京学友同窓会 第3回役員会（2020年12月26日） 

  

当面は、東京文京学習センターと東京渋谷学習セ

ンターのZoomアカウント、又は同窓会連合会のZoom

アカウントの利用をさせて頂き、その活動を通じて、

“Web 会議を使った新しい東京学友同窓会の活動手

法”を創造・試行し、軌道に乗せていくことが今後

の課題と思います。 
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会報45号発行にあたって 
前事務局長・役員 牧 ユキ子

会報 45 号は本来の発行月であ

る7月に、やっと三密を避けての

Webによる第1回編集会議が29日

に開かれました。コロナ自粛で通

常の同窓会活動ができなかったた

め、大幅な発行の遅れとなりまし 

たが、齊藤会長の「発行日はあまりこだわらず9月

末、10月末でもよい」また「タイムリーな内容で」

との提案があり再度内容を検討し、コロナ禍特集を

組むことと、発行日は10月10日と決まりました。 

 特集の「コロナ禍のもとで」を組むにあたり学生、

サラリーマン、自営、主婦などできるだけ様々な立

場の会員の方々から、自粛生活の現状のご寄稿をお

願いいたしました。 

また東京文京学習センター並びに東京渋谷学習

センターのセンター長、事務長からは、毎号ご多忙

の中ご寄稿いただき、有難く感謝申しあげます。 

会報45号の発行までに計4回のWeb会議を行い、

大学側のご理解とご協力のもと大学校内にて 10 月

19日に発送作業をいたしました。以下会員のコロナ

禍特集へのご寄稿から抜粋して掲載いたします。 

ボールルームダンス研究会 飯嶌 美代子  

―コロナ禍のボールルーム（社交）ダンスの現状― 
 社交ダンスは基本的には男性と女性がホールドして踊

りますので感染リスクは高い。そこでつぎのような感染

対策をとりました。 

1）検温、消毒の徹底。フロアの人数制限と組んで踊らない。 

2）ダンスパーティは広い部屋で人数制限。今年は演技発

表をyou tubeで配信。 

3）協議会はほとんど中止。踊る場合はマスク着用。 

4）公共施設利用も隣人との距離を開け、ホールドなしで

利用可となった。 

学生・役員 宇田川 孝男 

―新型コロナウィルス感染症に関わる様々な説― 
 『血液型が関係しているのではないか！？』との話題。

これはある中国メデイアの報道で O 型は相対的に感染す

るリスクが低いとする研究リポートが発表されたから。 

 『BCG接種で新型コロナの感染は防げるのか』と言うこ

ともあった。これは BCG ワクチンを接種していない国に

比べて、BCGワクチンを接種している国のほうが感染者が

少なかったこと、そして日本での死者の数が少ないこと

が話題となった。 

 『新型コロナウィルスと正露丸の関係！？』正露丸を

製造する大幸薬品では「下痢止めの薬で、定められた用

途以外の使い方はお控えください」と改めてツイート。 

行政書士・学生・役員 井川 水史 

―コロナ禍を奇貨として― 
コロナ禍に伴うリモートワークで、気がついたらいく

つものリモートワークに参加している自分がいた。ワー

クには「勉強」「研究」という意味もあり、「勉強」とい

う意味でのリモートでの『ワーク』もコロナを奇禍とし

て私の中では進んでいる。放送大学から学ばせて頂いた

リモートに関する経験を活かして、所属している職能団

体において、リモートでの研修会を主催することもでき

た。「with コロナ」は「with リモート」と切り離すこと

ができない時代だと日々感じている。 

プロ音楽家・会員 廣瀬 信子 

―ホームでの自粛生活― 
 従来の快適な日常が一変し、レストランでのお食事は

検温、消毒。4人席は2人席に。塩、醤油などの調味料は

各自持参。短時間で食事を済ませ自室へ。「一人でも感染

者が出たらレストランは閉鎖します」にみな戦々恐々と

した心境。30以上あったサークルはほとんど閉鎖。最近

ようやく卓球など一部再開。友人との会話は電話で、面

会は家族に限られて、会話は30分以内と。 

音大卒業後プロのソプラノ歌手・コカリナ奏者として

海外でも演奏活動を続け、また東洋医学も勉強し医院開

設など活動的な人生を送ってきたが、コロナ騒動のよう

に世界中が見えない敵に対し、同時に戦うという経験は

初めてです。 

学生・役員 神澤 透 

―コロナ以後の生活― 
2020年3月よりスケジュールが次々にキャンセル。こ

れまで東京文京学習センターで 4 つのサークルの中心的

役割を果たしてきたが、外出する機会がほとんどなくな

った。結果的に精神的、肉体的にも楽になり、自分のこ

とをゆっくり考える時間ができた。毎日ウォーキング、

区民農園を借りて家庭菜園での畑作業を中心とした日程

を組んでいる。副次的に集中力も沸いてきた。 

主婦・学生・役員 牧 ユキ子 

―コロナ禍で見えてきたもの― 
コロナ感染防止のためスーパーへの買い物とマッサー

ジを受けに、それぞれ週 2 回出かける以外は外出自粛を

守っている。また千字文を楷書で66 文字（半紙11 枚）

書いたところで、長い休憩となっている。今まで気が付

かなかった花や虫たちに庭で出会い、オニユリの葉の上

にきいろテントウムシを見つけたときは思わず写真を撮

った。接写できるカメラを新調した。色々な出会いを楽

しめるのは自粛生活で時間と気持ちに余裕ができたおか

げと思っている。 

同窓会の主な活動紹介(続き) 
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東京学友同窓会との出会い 
     役員  足立 昭子 

私と東京学友同窓会の出会い

は約11年前学校廊下に「新入生歓

迎会行事参加ポスターとパソコン

教室勉強会」を見てお仲間になり

たい勉強をしたい思いで、早速申

込みました。 

東京学友同窓会との最初の接点 

はポスターの誘いが目にとまったからです。何度も

参加しているうちに同窓会役員を勧められました。

会議に出席して同窓会の方がたのお話を聞くうちに

学問に活動と活躍の素晴らしい素質をお持ちの方々

ばかり、本当に同窓会から前向きで勇気づけられて

熱いエネルギーを感じ取りました。東京学友同窓会

は先人の諸先輩の努力や歩みがあり、その歴史を生

かしてこそ、これからがあり継続し大きくなると思

います。そんな雰囲気が伝わってきました。   

同窓会に入り本当に自分なりにお蔭様で成長し

たように思います。只今は会計を担当させていただ

いています。会計も最近のゆうちょ銀行は「ゆうち

ょダイレクト」で会計処理をするようになり、自宅

のPC から直接閲覧できるようになりました。「ゆう

ちょダイレクト導入」の結果、従来「振替受払通知

票」が、ゆうちょ銀行から学習センター事務所に郵

送され届いていたものを取りに伺い東京学友同窓会

の入金管理帳簿にデータ入力を行っていたものが、

直接PCから閲覧できるため「ゆうちょダイレクト」

導入により学習センター事務所の方の作業が不要と

なり、「振替受払通知票」に触れることなく、年度会

費が入金された翌日に入金管理帳簿にデータ入力、

会計処理が可能になりました。 

学校の面接授業も Zoom 授業に定着化してきてお

り、我々学生が面接授業を受ける際には、先生のお

顔、お声、映像がはっきりしているので聞きづらい

ということは無くなり、家に居ながらにしてテレワ

ーク・ホームワークがコロナ禍で、導入活用のZoom

の使い方を知る新しい活動手段の創造、試行が必要

な時代になりました。 

 

 

 

 

 

 

東日本大震災とコロナ禍 
   前役員 安部 佳子 

2011年3月31日の東日本大震 

災の日は、島内裕子教授の「つれ

づれの会」が埼玉学習センターで

あり、もう少しで終わる3時少し

前に地震があった。大部分の学友

は帰宅してしまったが、東京文京

学習センターから参加していた友 

人2人と埼玉学習センターの学生ホールで、JRが動

くまで待つことにした。しかし大宮駅は封鎖され、

いつ JR が動くかわからないので学生ホールに居た

ら事務室の方が、講師の待合室に案内して下さり、

そこで泊まることになった。 

 長椅子が3つあり女3人はそれぞれ椅子に横になり、

オーバーを掛けて寝ることができた。男の人3人は椅子

を並べて横になった。この部屋ではお湯を沸かしてお茶

を飲むこともできた。テレビもあって一晩中つけていた

が、くわしい情報は何もなかった。学習センターから非

常用の乾パンを出して下さった。お湯を沸かしお茶を飲

み3人で乾パンを１缶食べた。男の人がサンドイッチを

買って下さり、それを 3 人で分けて食べた。翌朝、JR

が10 時頃動いたので帰宅することができた。埼玉学習

センターの毛利所長には、いろいろ配慮をしていただき

忘れることはできない。 

 毎年3月の第１月曜日は、戦後の学区制、単位制、男

女共学でバラバラになってしまった石川県金沢第一女

学校の同級生と逢うことになっていた。しかしコロナで

中止になってしまった。それが始まりで早稲田大学、都

立大学の講座、小さな美術館めぐりも中止、放送大学の

書道の会、源氏物語を読む会、北区の女性史の会も中止

になってしまった。唯一外語大跡地にできた特別養護老

人ホームのディサービスセンターあすかでの週1 回、3

時間運動機能強化のため、3時間マスクをつけたまま、

機械を使用する度、手をアルコール消毒をしながら続け

ている。しかし特養に入居されている人たちは、面会は

コロナ防止のため、ずっと禁止である。 

 3 月から梅雨までは毎日、1 時間は散歩や買物にでか

けていた。外語大跡地の公園は人があふれていたので、

我が家の墓地のある染井の墓地を往復してくると丁度1

時間で、人にも会わず、墓地は広い空が見えるので気持

ちよかった。 

 放送大学のテストもテレビを見て解答を送った。放送

大学には一期生で入学しずっと学生を続けているが、コ

ロナが早く終息し、面接授業も学校で受講してから終わ

りにしたいと思っている。 

同窓会役員他関係者からの一言 
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東京学友同窓会役員の一員として 

役員 井川 水史 

放送大学東京学友同窓会設立

30周年、まことにおめでとうござ

います。 

         30 年前というと私はまだ小学

生で、放送大学の存在も知りませ

んでしたが、そのような頃から諸

先輩方がご尽力されてきたおかげ 

で、今があると言えるかと存じます。 

 私は、放送大学で教鞭をとっていた方や学生でい

らっしゃる同業の先輩から勧められ、2 年前に放送

大学に入学し、同時に学友同窓会に入会もさせてい

ただきました。入会して分かったことは、想像して

いたよりも緻密で、組織だってしっかりと運営され

ているということでした。また、複数の同窓会の統

合などもあり、役員の皆様はいろいろなご苦労があ

ったかと存じます。 
このような歴史ある東京学友同窓会の役員にも

させていただきましたが、私はまだ何も貢献できて

おりません。しかしながら、2019年の学園祭で学友

の同業者とともに、講演会と相談会を開催させてい

ただいたこと、新春芸能鑑賞会と新春懇親会、Web

を使用した役員会・ミニ総会などが印象に残ってお

ります。 

今後も、東京学友同窓会の一員として、40 周年、

50 周年･･･を迎えていくことができれば、と存じま

す。今後の放送大学東京学友同窓会のさらなる発展

をお祈り申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「放送大学は喜びの源泉」 

元役員 今井  美佐子 

東京学友同窓会設立 30 周年を

迎え、設立からこれまでの発展を

支えてこられた役員ならびに関係

者の皆様には、多大なるご尽力を

賜り深く感謝申し上げます。 

         放送大学の学生の多くは、豊か

な人生経験に基づく多様な価値観とそれぞれ異なる

背景を有しており、そのような特性こそが今日独自

の同窓会の発展へと繋がったのではないでしょうか。

その反面、学生時代共通の思い出が少なく帰属意識

は薄くならざるを得ないことから、同窓会の運営が

いかに困難なものであったかを拝察致します。 

 この30年はバブル崩壊から未曾有の災害を経て、

経済に於ける「失われた30年」と重なり、教育界も

多くの変革を求められる時期となりました。そして、

同窓会は旧東京第一同窓会との合併をはじめ、東京

渋谷SCとの連携や学生を含む現在の「東京学友同窓

会」へと大きな変化がありました。今後同窓会の果

たす役割は益々増大するものと思われますが、幸い

なことに、設立当初からのメンバーが役員として今

なお活躍しておられることは誠に心強い限りです。 

 さて、私事ではございますが、1999年9月卒業後

しばらくは同窓会に参加しておりませんでした。事

業と母の介護、そして追い打ちをかけるように自身

の闘病が重なり、初めて総会に出席したのは10年後

のことでした。人は命と向き合う時、自分にとって

本当に大切なものは何か、また何をすべきかが明確

になるようです。来し方を振り返った時まず浮かん

だのは、意外にも仕事ではなく放送大学でした。汲

めども尽きぬ泉のように、学ぶ喜びに溢れていた数

年間がかけがえのないものに思えたのです。改めて

放送大学の存在の大きさに気付き、満を持して同窓

会に参加致しました。当同窓会は単なる親睦会にと

どまらず、知的好奇心と向学心を満たすべく学習的

行事を数多く企画し続けており、まさに生涯学習の

理想の実現を目指すものです。そして、同窓会を通

して豊富な人材を有する放送大学に誇りを持つこと

ができたのは、何よりの喜びと感じております。 

 約150年間大きな変化がないと言われている日本

の教育システムは、今漸く変わろうとしています。

多様性を重んじ自らの意思により学んでいる我々は、

いわば「さきがけ」であり、大学と共に協力し強い

発信力を持ち続けることによって、更なる発展に繋

がるものと期待しております。 

同窓会役員他関係者からの一言（続き） 
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東京学友同窓会の役割と期待 

役員 宇田川 孝男 

放送大学は1985年(昭和60年) 

に学生の受入れを開始してから

35年が経ち、東京学友同窓会も設

立30年を迎えることとなり、とも

に大きく発展してきました。そこ

には多くの人達の努力と支えがあ 

ったことだと思います。心より敬意を表します。 

私は2011年(平成24年)に、大曽根教授と同じ大

曾根ゼミ所属であった原田氏(現:高崎健康福祉大学

准教授)とともに、放送大学の学長裁量研究として、

「放送大学の学生への学習支援体制のあり方に関す

る調査研究」を行いました。その中で、学習は基本

的には一人で行い、他の学生とのコミュニケーショ

ンもない学生が多くいることを明らかにしました。 

そこで、学生の学習支援や仲間づくりの一つの方法

として、同窓会やサークル活動の存在を挙げました。

そこには先輩や仲間から学習方法や放送大学の情報

などを得られる機会に恵まれる良い面がありました。 

 東京学友同窓会はその名のとおり「学友」という

文字が入り、会員はOB、OGだけではなく、現役の学

生も対象にした会です。これは大変意義のあること

で、素晴らしい体制だと思いました。卒業生(修了生)

と現役学生が交わり、幅広く情報交換ができる、仲

間ができるなど、その効果は高いと思います。 

 

今後は、東京学友同窓会として、現役学生に対し

てどのように役立ていけるのか、同窓生にとって最

新の情報を発信していけるのか、そして会への積極

的な参加を促していけるのかなど、模索していくこ

とが多いですが、実はそのことが、多くの会員を得

ることに結びつくことになり、東京学友同窓会をよ

り発展させることになります。 

 

東京学友同窓会は設立 30 周年を迎え、これまで

大変難しい会の運営の舵取りに、齊藤会長をはじめ

とした役員の皆様のパワーと努力に敬意を表すると

ともに、次の40周年を目指して歩んでいきたいと思

います。 

今後さらに進む少子高齢化や with コロナが、大

学運営にどう影響し、当東京学友同窓会にどう波及

してくるのか、大変危惧されるところですが、そこ

はポジティブ思考で歩んでいきましょう。 

 

 

永遠に生きるかのように学べ 
           役員 内田 しげ 

         インド独立の指導者ガンジー

(1869～1948)は、「明日死ぬかの

ように生きよ、永遠に生きるかの

ように学べ」と名言を残した。永

遠に生きるかのように学び続け

る事は人生の課題であるが現実 

には難しい。人間は楽な生き方を選択しがちだか

ら・・・。 

 学歌にもあるように生きるとは学ぶこと、学ぶこ

とは楽しみ、知は緑の未来を拓く力になると考える。 

 放送大学は通信制の大学である。何時でも誰でも

入学試験無しで学ぶ意欲さえあれば入学可能なのだ。

従って年齢、学歴、職業、人種を問わない為学生は

多種多様性に富んでいる。色々な人生を知見し、学

び合い、経験に共感し共有することも可能だ。まさ

に社会の縮図の様で面白く楽しい大学であると思う。 

 私は1991年に「社会と経済」のコースで卒業した。

しばらくして再入学し、現在「情報」コースで学ん

でいる。最終コースだ。 

 我々の時代は読み書きソロバンという実学が生き

る為に必要であるという事だった。習字やソロバン

の塾に放課後習いに行くのが普通だった。生まれた

時からコンピューターが身近にあり、ゲームを楽し

み、長じてＳＮＳで世界中の人と情報交換する。現

在では小学校からプログラミングを導入していると

いう。ＩＴにネィティブの人達との格差は否めない。 

 いつの時代も文明は進化し今日の人類の繁栄をも

たらした。かつてメディアといえば新聞、テレビ、

ラジオ時代であったが 21 世紀はアナログからデジ

タル化、グローバル化という大きな環境変化に直面

している。現実にもはや背を向けて生きてゆくこと

はできない。トランスナショナルな視点に立って物

事を捉えてゆくことが不可欠になった。しかし、そ

れらの負の側面にも留意しなければならない。ネッ

ト社会は常にサイバー攻撃、データーの不正利用、

ＳＮＳ上でのフェイクニュース、炎上による社会不

安など深刻な問題も増加の一途をたどっている。 

 新型コロナウィルスの世界的拡散は、グローバル

化による人の移動によってもたらされた。まさに地

球規模で社会も経済も医療も高度で複雑に絡み合い

つつ前進し、時に後退とも思える現実を我々は半信

半疑ながら受け入れて生きているのだ。 

同窓会役員他関係者からの一言（続き） 
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放送大学はメディアによる時代の先駆的高等教

育機関である。コロナ禍によるリモートワークは、

常態化してゆく多様な価値観や文化を反映し、許容

するオープンな大学のオープンな同窓会でありたい

ものだ。名称も学生でも入会可能な「東京学友同窓

会」と変更した。 

思えば、平成 26 年東京第一同窓会は、学習セン

ターの閉鎖に伴い活動拠点をどこに置き、新名称は

どうするのか、最も近い文京同窓会との合併か、解

散かと意見は分かれた。 

 臨時総会に諮り、全員の総意により決定するこ

とになり、出席者50名と委任状による賛否の結果は、

東京文京同窓会との合併に賛成多数で合意に達した。

現在は一つの東京学友同窓会と新名称のもと、1+1=3

とすべく力を合わせて活動している。今後も地域の

方々のみならず、社会に開かれた大学内の同窓会と

して、考え信頼される行動をとってゆかなければと

思う。 

 

放送大学とイタリア共和国へのスケッチ旅行 

同窓会会員(*) 上野 英樹 

70歳を過ぎた今、自分の人生を

振り返った時に、辛く、苦しい時

も多々あったが、楽しく、嬉しい

事もあった。その中での一つ、仕

事をしながら、8 年間かけて放送

大学「人間の探求専攻」を卒業で 

きたことである。中学校2年生の時に油絵を描くよ

うになって以来今日まで続けてきた。その過程にお

いて、単なる絵職人ではなく、理論に基づいた絵を

描いていかなければならないと強く思う様になって

当大学での勉強を始めた。青山昌文教授の美術関係、

「芸術史と芸術理論」等を興味深く学ばせてもらっ

た。美とは、芸術とは、西洋美術について、“芸術は

世界の力である”と教授は熱っぽく語られる。今ま

で見たこともない、すばらしい絵画とは、自分で理

解するには「自分の目で確かめなければならない」

と思っていた。 

2008年5月から8月までの間、イタリア共和国へ、

スケッチ旅行に出かける機会に恵まれて、妻と2人

で出かけた。暑い時期で昼は長く、夕食時間も長く、

良く食べて、笑い、小パーティーは外。蚊の毒素は 

 

 

強く、痛くて、かゆくて水泡が出来る。帰国して12

月まで傷が残った。6月18日、ローマから電車でフ

ィレンツェまで行き、ウフィツィ美術館へ向かった。

ボッティチェッリの「ヴィーナスの誕生」をゆっく

りと観ることができて幸せ。縦が約1.7m、横が約2.8

ｍの油画であり、中央の全裸の女性は肌が白くて実

にスタイルがよい写真で観るよりも暗くて約600年

も前に描かれているのに、状態は良い。隣に同作者

の「春」があり大きさは同じで、物語になっていた。

特に草柄の洋服を着た中央の女性は美しく、すばら

しい目に惚れてしまった。 

 次の日、ミケランジェロの「ダビデ像」を観るた

めに暑い中、アカデミア美術館へ。500 年も前の石

像は状態も良く、台も含めると 8ｍもあり大男にび

っくりした。左肩にかけた布は、石を入れて投げる

為のものらしい。他の客にまねて、ペンでスケッチ

したが、うまく描けなくでくやしかった。6月23日

バチカン市国へ、兵士の立つ国境を超えて入った。

聖堂でうす暗いミケランジェロの「ピエタ像」が迎

えてくれた。同所のシスティ－ナ礼拝堂は横幅約13

ｍ、奥行約40ｍ、高さ約20ｍの面積に巨大な宗教画

が一面に描かれていて、柱からカーテンが床まで写

実的に描かれていたのには驚いた。「シー!」と指で

口を押える係員が5分ごとにくり返す。全世界共通

の合図だ。大学での教えを検証し、自分の知識に幅

を持つことが出来た。感謝し、今後の、人生の糧と

して生きたい。(*)：一般社団法人 示現会正会員 

東京都民美術展示運営会参事 
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放送大学と行政書士～2019年茗荷蔡を振り返って～ 

                         役員 大坪 力基 

         2019年9月14日(土)、15日 

(日)の学園祭(茗荷蔡)では、行政

書士に関するイベントが２つ実施

された。 

         第１は、初日開催の講演会「行

政書士業務の多様性と可能性」で

ある(地下１階の多目的講義室１）。 

チラシによれば、その趣旨内容は「行政書士って、

いったい何をする人たちなんだろう？ 行政に関す

る手続の円滑化に寄与する？ 許認可？ 国民の利便

に資する？ 市民法務？ 権利義務？ 事実証明？ 

外国人が日本で、生活や仕事をするのには？ ６人の

行政書士がその多様性と可能性について語ります。」

とされていた。 

 ７人ならぬ、６人のサムライ(士業)は、井川水史

(イガワミズフミ)、岩田とみゑ(イワタトミエ)、川

上裕樹(カワカミユウキ)、山口 拓朗(ヤマグチ タク

ロウ)、山田 健太郎(ヤマダ ケンタロウ)(以上あい

うえお順）、そして、不肖私であった。 

 ビジネスには付き物である各種営業ライセンスの

取得申請手続については、井川、川上両行政書士よ

り、リサイクルショップの営業に必要な古物商許可、

運送業に必要な各種許可の話があった。市民法務に

ついては、山田、岩田両行政書士より、遺言書、遺

産分割協議書の話、離婚協議書、離婚後の養育費の

保証制度活用の話があった。山口行政書士からは、

外国人のビザ関係の話があった。 

 第2は、両日開催された「街の法律家・行政書士

の無料相談」（2階会議室１）である。講演会に登壇

したスピーカーが、様々な相談に応じた。行政書士

の資格取得に興味を持ったことのある方、講演会を

きっかけに興味を持った方の相談もあり、講演会開

催の反響も知ることができた。 

 因みに、2020 年2月24日には、学外の任意団体

として、行政書士放送大学学友・同窓会が発足して

いる。行政書士の業界には、大学の同窓会が複数あ

り、相互に交流もある。また、東京都行政書士会の

会報誌「行政書士とうきょう」2020年6月号に「行

政書士とリカレント教育」と題した記事が掲載され、

放送大学が紹介されている。 

 以上は放送大学の学生の交流に「職業」が１つの

切り口になる事例を提供するものではないだろうか。 

 

 

「同窓会に入ったきっかけ」 

     役員 川井 東子 

それは何十年も前のことです。放 

送大学を一緒に卒業した友人に誘わ

れて社会党の土井さんが開いている

「女性の会」に所属しました。その

研究会のため、たびたび議員会館に

出入りするようになりました。私の 

友人は東映のカメラマンで写真を撮るのが仕事でし

た。ご主人は映画監督で全くの自由人でした。童話

作家の父親に育てられた私も学校の名簿に昔は父の

職業を自由業と書かれていました。若い我々は女性

史の研究と称して女性の職業？とか権利？とか研究

をしていました。議員会館でたびたび開かれるパー

ティーにもなぜかお呼ばれして楽しんでいました。 

 ある日、議員会館で行われたパーティーに行った

時のことです。安部さんが偶然隣の席でした。話が

合い、放送大学の事が話題になり盛り上がりました。

確か発表会の事だったと思います。その後、同窓会

というのがあり、年に1回発表会、リクレーション、

バス旅行があるので是非・・・にということになり

ました。推薦していただき、世話人(役員)となった

のがはじめです。皆様のお世話をする事となり、到

らぬながらも名をつらねてまいりました。 

 大先輩の安部様のまわりには素晴しい方々が大勢

いらして物を知らない私に取っては大変刺激となり

それまで以上に勉強する事となりました。安部様は

放送大学にて何科目も、何科目も卒業なさり、もう

学ぶ事がないのでは・・・という所まで到達してい

かれました。今もお元気で色々と教えていただいて

おります。言語や知識がどのように区分けされ頭の

中に入って行くものやら、見当のつかないことです。 

 ひょんなことから安部様はじめ皆様とお知り合い

になりましたが、そのような立派な方々を友に持つ

幸せを改めてありがたい事と思っております。末永

く皆様とおつき合いさせていただく事を切に願って

おります。 

 ・・・というなにげないきっかけが存続した事を

大切な事として生きていきたいと思います。 
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卒業研究について 
           役員 神澤 透 

放送大学には、他の大学の卒業

論文に当たる卒業研究というもの

が存在します。放送大学はさまざ

まな学問分野が教養学部という名

のもとに集まっており、より幅の

広い視野が必要とされることもあ 
ります。それ故、専門性が要求される「論文」とい

う形ではなく、プロセスとしての「研究」を重視す

る立場に立って、「卒業研究」という言葉が用いられ

ているのだそうです。 
「卒業研究履修の手引き」には、研究の仕方、参

考文献、先生方の指導方針など、とても興味深いこ

とが書かれています。当面卒業研究をする予定のな

い方にとっても、この手引きは参考になると思いま

す。毎年6月に事務室で配布が開始されますので、

実際に入手してみては如何でしょうか。 
ぼくは、「人間と文化」コースを卒業し、現在「心

理と教育」コースに在籍しています。2 つのコース

とも研究テーマは「文学」です。放送大学の広報誌

「ON AIR 111号」で青山昌文教授が「『人間の探究』

専攻の学生さんが、私の下で卒業研究をお書きにな

り、その後、他専攻で放送大学に再入学して、しか

し、その専攻を2度目に卒業するときも、卒業研究

だけは、テーマを芸術の分野として、私の下で2つ

めの卒業研究をお書きになるということがなんども

あったのです。一番多い方は、そのようにして、私

の下で、4 つの卒業研究をお書きになりました」と

語っておられたのを見つけ、それならぼくは文学で

いこうと思ったのです。 
このようにして、ぼくは宮下志朗教授の下で「ヴ

ィクトル・セガレンにおけるエグゾティスム」とい

う研究テーマで、そして野崎歓教授の下で「『バン

ド・デシネ 異邦人』の考察」という研究テーマで卒

業研究報告書を提出しました。それぞれ観点は異な

るのですが、作品解釈の仕方は深化しています。自

分を深めていくには、同じ分野で、いくつか卒業研

究を書いてみることは良い事なのかもしれません。

幸い野崎歓教授は赴任して来られたばかりなので、

この先のお付き合いは長くなりそうです。卒業研究

は、自分の可能性を大きく拡げて行くと思います。

是非とも挑戦してみて下さい。 
 

新型コロナウイルス禍の感染拡大が苦悩の始まり          

役員 佐藤 弘泰 

東京学友同窓会では、写真担当の

役員をさせていただいております。

昨年まで写真担当をされていた方

が、都合で役員を辞退されました。

それをきっかけに同窓会行事の写

真担当を任されました。 

もともとそれ以前にも学園祭などでは、記念写真な

どの撮影を依頼されていました。でも同窓会役員とし

ての担当部門の写真担当となると、どんな行事にも同

行しなければならない義務感からのプレッシャーも少

なからずあります。 

今は、誰でもカメラ付きの携帯電話を持っていてど

こにいても撮影できますが、やはり写真担当という役

割を持っていないと適切な写真を撮ることはできない

と考えております。 

 東京学友同窓会では、2021(令和3)年が設立30周年

にあたり、記念行事とその記念誌を発行予定になって

おり、昨年度よりその準備をしておりました。しかし2

月に入ってから新型コロナウイルス感染拡大が急速に

はじまり、2月の中旬頃には記念行事どころか、学習セ

ンターへの立入も禁止になりました。そのため同窓会

をはじめ学園祭等すべての学生団体活動がストップ状

態になってしまいました。 

 ところで、2021(令和3)年3月21日NHKでの放送大

学の学位記授与式及びその後に開催される祝賀パーテ

ィ(新宿)についても、同様に中止になりました。私は

その写真担当を依頼され、当日の詳細な工程表等関係

書類も渡され、その責任の重大性を感じ、うまく撮影

行動ができるかどうか不安でした。私は以前東京第一

同窓会の役員をしていたころにも謝恩会等も写真担当

に加わり、写真記録では一応の経験がありました。心

配していてもきりがない、何とかやるしかないと、気

持ちを落ち着かせ当日を待っておりました。 

 今回のウイルス感染という世界的な異変が起きたた

めに、東京学友同窓会の齊藤会長さんの働き掛けもあ

り、同窓会連合会から依頼されたカメラマンとして期

待に応えようと緊張していましたが、残念なことに記

念行事をはじめ、全てが取りやめになってしまいまし

た。しばらくは役目が果たせなかった、でもホットし

たという矛盾した妙な気持が続きました。 

その後は、コロナ感染拡大という別の緊張感で毎日

を過ごすことになってしまいました。今年度もあとわ

ずかで終わろうとしています。本当にどうにもならな

い1年でした。皆様の幸運を祈ります。 
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記念誌に寄せて～夫婦での学びから～ 
同窓会会員(*) 鹿川 美代子 

記念誌に寄せて、私が放送大学

で学んだ事と現在夫が学んでいる

事について記述します。「人生は短

い、悔いのない一生を」これが私

のモットーです。そこで、50歳を

過ぎて放送大学に入学しました。 

実は、私は生まれて2年後に両親が離婚し、母方

の祖父母に育てられました。高校までは何とか出し

てもらいましたが大学への進学は、「経済的事情」や

「高齢の祖父母に対する恩返し」などから、断念せ

ざるを得ませんでした。しかし、大学生活を満喫し

ている同級生の話を聞く度に「いつか必ず大学に行

ってやる」という強い思いを持ち続けていました。

子供が成長したある日「お母さんも大学に行ったら」

という家族の後押しで幸い学習する機会を持つこと

ができました。 

 長いようで過ぎればあっという間であった8年間

の中で、大学と大学院で学んだ色々なことが思い出

されてきます。特に印象深いことは、緊張している

私を思いやり、入学式に長女が車で大学の門まで送

ってくれた事、面接授業の合間に先生の了解を得て

二女の大学の合格発表を自転車で目白まで見に行っ

たこと、卒業に1単位足りず宮崎まで飛行機に乗り、

2 泊 3 日で「韓国語」の面接授業を受けたこと（た

またま長男のお嫁さんがキャビンアテンダントでチ

ケットをプレゼントしてもらい感激したこと）ただ

その日は大きな台風がきて欠航が多く、午後1便だ

け大きな飛行機が出て何とかフライトでき間に合っ

たこと、論文の一部を長女の婿さんや二女がパソコ

ンで入力してくれたこと、夫や長男が良き理解者と

して励ましやアドバイスをしてくれたこと等が思い

出され家族の協力があってこそ修了できたことを実

感しています。 

 また、大学院進学のきっかけは、学部の学位記授

与式で赤い表紙の学位記を見て「次は大学院に挑戦

したい」と決めていましたが入学の為の面接試験が

あり、試験官の先生から「論文を書いたことがあり

ますか？」と質問され大学院は論文を重要視するこ

ととそれが義務付けられていることがわかりました。

その後、運良く入学させて頂きましたが、研究論文

に不安がありました。しかし、ゼミでの論文指導を 

 

「松村祥子先生」にしていただきまして何とか終え

ることができました。先生は、ラジオから流れるお

声がとても素敵ですが、実際にお会いして見ても、

チャーミングでおしゃれで話題が豊富でいらっしゃ

いますのでゼミが楽しい時間でした。もちろん論文

指導は、親切・丁寧・的確にご指導くださいました。

今は、先生への感謝の気持ちで一杯です。それは、

先生から修士論文という一生の宝物を頂いたからで

す。また論文のテーマであった「高齢者の介護予防

事業・都市と農村の特性を活かして」の取り組みに

私の郷里の長野県上伊那郡宮田村(信州伊那谷)の皆

様、また今住んでいる東京都豊島区の皆様のご協力

によって仕上げることができました。人々のご協力

を心から有難く思っています。 

 次に学んだ事により私の人生の上でプラスになっ

たことを紹介します。 

１つ目は某私立大学で１年間非常勤講師として

社会福祉の基礎知識を講義することができました。

ただ若者の学習態度のありかたを考えてしまうこと

が多く時代の流れを感じました。 

２つ目は前から関わっていた介護職員養成講座

の講師として、知識を深めたことにより自信を持っ

て教えられ質問にも答えられるようになり、常に学

ぶ有難さと必要性を理解しました。 

次に現在のことを記述します。 

私の主人は3年前から「選科履修生」として学習し

ています。きっかけは私と学園祭に行き大変刺激を

受けたようです。70歳でリタイヤしのんびりした生

活を送っていたのですが、10kg太り高血圧・高血糖

値となってしまいました。そんな折にクラス会があ

り、私もOGとして参加し主人も自信がついた様子で

した。今では血圧も血糖値も安定し、早朝に夏は 3

時、冬は4時に起きて2時間位ウォ―キングしてい

ます。帰宅後一日中、パソコン・テレビ・ネットを

活用しながら放送授業に取り組んでいます。私の勉

強態度と雲泥の差で頭が下がります。毎日「お父さ

んは偉いですね、頑張って」と励ますと「暇と老化

防止」と言っていますが何事にも取り組む姿勢に放

送大学の有難さを夫婦で実感し、大変感謝していま

す。また2人でテレビの画面を見ながら担当講師の

先生の授業について話し合う楽しみも出来ました。 

 最後になりましたが放送大学東京学友同窓会の

益々の御発展を心よりお祈り申しあげます。 

＊＊同窓会祈りを込めて初日の出＊＊ 

(*)：放送大学文化科学研究科修士課程修了  
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「同窓会の10年を振り返って」 

             役員 諏訪 陽子 

10 年前の「20 周年記念誌」に 

７年続けたパソコン講習会の記事

を載せて頂いて、早や10年、その

後の 10 年は同窓会旧役員で作る

「同窓会役員ＯＢ会」の3代目会

長をお引き受けし、副を藤田公一 

さんにお願いしスタートしました。 

年１回の行事では懐かしい方々と会え、心温まる

懇親会では旧役員の方々と思い出話や近況のお話で

時のたつのを忘れるようでした。 

１回目は「国会議事堂と気象庁見学」でした。毎

日テレビ等で流されている「天気予報」を作成する

現場を見学でき、気象衛星ひまわりからの映像も見

せて頂き、地震速報も全国にこの場所から発信され

ると聞き、気象庁の方々の緊張とご苦労を感じまし

た。翌年はお台場にある「東京臨海広域防災公園と

東京科学未来館」を見学し、夕食にはお台場の素晴

らしいクリスマスイルミネーションを堪能しました。 

翌年は、羽田飛行場に隣接する「全日空整備工場」

を現役学生と合同で見学し、懇親会も第二ターミナ

ルで楽しく行なわれました。一昨年は大宮の「鉄道

博物館」を見学、昨年は横須賀の「戦艦三笠見学と

無人島猿島散策」で日露戦争の話も伺いました。 

放送大学卒業の知的好奇心あふれる方々にふさ

わしい行事をと、心を砕いています。 

 

昨年は年初から新型コロナウィルスが世界的に

広まり中世のペストを思わせる世界的脅威となって

います。この様な事は社会の有様を大きく変化させ

るということを歴史は物語っています。Zoomを使っ

たネット会議は役員会でも使われ、ネット会議は会

えない親族の間でも利用されています。自宅でのリ

モートワークも広がってゆくでしょう。 

 

一昨日、アメリカ在住のハープ奏者の従妹よりメ

ールがあり、「メール上のＵＲＬを定刻にクリックし

て」とあり、その時刻にクリックしましたら米国で

の演奏会がリアルタイムでパソコン上で堪能できた

ので驚きました。コロナで伝染を避けるため人と人

の交流が世界中で止められたという事が無ければ考

えられなかったことでしょう。このようなことはコ

ロナ終息後の近未来の姿かと深く感じました。 

 

 

東京第一と東京文京同窓会の合併 

    役員 堀内 晃代 

東京世田谷 SC 所属東京第一 

同窓会と東京文京 SC 所属東京文

京同窓会が一緒になり、東京同窓

会としてスタートしたのは、2015

年5月27日であり、6年目を迎え

ることになります。 

そこで合併後の初めての役員会に出席。各センタ

ー同窓会毎特色は当たり前ですが、行事等の有りよ

う、その大きな違いに驚きました。 

  

東京第一同窓会では、今までは、会報を皆で印刷

をして発送。会員との親睦に春には花見や、日帰り

ハイキング、秋には1泊泊まりのハイキング。トイ

レはバイオ設備部屋や階段は灯りなしの山小屋。前

の方の御尻に頭がぶつかる大きな石ころの急坂をの

ぼり、山頂へ。懐中電灯を手に、寒さ除けをしてご

来光を。雲海の向こうに光り輝く北アルプスの山々。

健脚組とハイキング組みと2コースを必ずつくり、

会員の皆さんと楽しんでおりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

一緒になっての役員会、印刷物が多い。今までの

会の様子を知らないので戸惑うばかり。どのように

何処へ参加したら役に立つことがあるのか戸惑いの

毎日の連続でした。(*)：東京渋谷SC・テニス同好会継続活動。 

 

 

 

 

 

 

同窓会役員他関係者からの一言(続き) 

東京渋谷SCテニス同好会(*)（多摩川・テニスコート）
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東京第一同窓会での思い出 

役員 松澤 宏子 

同窓会役員として何年活動し

たのか定かではない。それほどい

い加減な役員で本当に申し訳なく

思っています。東京第一学習セン

ターで役員をお引き受けして行事

があると端の方でチョッピリお手

伝い。そんな私にも多くの役員の 

方は微笑んで接して下さり、もう家族の如くでした。

旅行したり食事を楽しんだり学園祭で盛り上がった

り、勿論、健康・介護・人生・社会・福祉等それぞ

れの考えを述べ合う事もありました。 

 こんな思い出もあります。車山公園肩の山荘で丁

度お誕生日を迎えられた同窓生に、フルート持参で

参加された方の演奏で Happy Birthday を皆で歌い

お祝いしたのです。外は霧雨、レンゲツツジが見頃

で美しかったこと！今も当時の方々とは時折コンタ

クトをとっております。 

そして 2015 年文京の役員に移行しました。借り

てきた猫の如く静かに会議を見守っている私がいま

す。一昨年叢書販売の任務で何回か現場に立ち、学

生さん達と向かい合い同窓会入会をお勧めした事も

ありましたが、昨年のコロナ禍で中断、今に至って

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

楽しかった同窓会活動 

             役員 峯岸 ミエ   

         振り返れば20数年間の同窓会 

活動は、私にとって学びと多くの

皆さんとの出会いの場であり、楽

しい時間でした。経験、実力もな

いのに行事係、会計係、事務局、

叢書担当係を引き受けました。そ

うだ放送大学で学ぶのと同じ事、 

何事も勉強、そんな気持ちで教わり、そして皆さん

の協力を得ながら自分なりに頑張ってきました。そ

の結果は・・・、何点いただけたでしょうか。 

  

一番好きな係は、野外活動行事担当でした。担当

役員さんであれこれと計画、下見に出かけたり、会

員の皆さんに参加を呼びかけ、実施し、参加された

皆さんに喜んでいただいた時の嬉しさでした。懐か

しい思い出は八王子在住（今井さん、佐藤さん、牧

さん、住田さん、峯岸 その他）が担当した行事、

恩方の釣り堀でのマス釣りと昼食会、釣れたマスを

料理し白いご飯と食べました（米不作年）、とても美

味しかったです。高尾山のごみを拾いながらのハイ

キング。夕焼け小焼けふれあいの里・八王子車人形

稽古場を訪ねる、手作りのすいとん汁とおにぎり、 

柿・りんご等、野外でのお昼、西川古柳さん家元の

稽古場で八王子車人形の話をお聞きしました。都立

小宮公園散策とうふ屋うかいで豆腐料理の食事会。

高尾山薬王院での護摩と精進料理をいただく会。車

人形オペラ蝶々夫人を観る会等、八王子を訪ねてく

ださりありがとうございました。 

  

個性豊かな役員の皆さんに総会、学園祭、講演会 

行事等の仕事、仕方で気づかされた事、教えていた

だいた事がたくさんありました、個人的にも親交を

深めていただき、お世話になりました。 

  

会員の皆さんとは行事の折に「今日は」「お久し

ぶり」「お元気」と親しく明るく声掛けあいお話させ

ていただきました、この様に多くの方々に出会うこ

とができました。会員さんから「あなた同窓会役員

あっているわ」「いつも裏方縁の下の力持ちご苦労様

ありがとう」、嬉しい言葉をいただきました。また他

の同窓会の方々とも交流が持てました。ここで若い

方にバトンタッチよろしくお願いいたします。  

同窓会役員他関係者からの一言(続き) 
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会員の心をつなぐ行事 
          前役員 八杉 悦子 

会長はじめ役員ご一同のたゆ

まぬご努力で今年放送大学東京学

友同窓会設立 30 周年を迎えるに

至った事に感動を覚え、祝意を表

します。私は、若い頃の大学での

不勉強を反省し、平成15年（2003） 

に放送大学に入学、18年に第1回目の卒業、いくつ

かのコースを経て修士課程も終えて、生涯学習とし

て現在も全科履修生を続けています。私にとって第

1 回目である卒業祝賀会の会場（千葉）でこの東京

学友同窓会に入会し、まもなく、知人の勧めで同窓

会役員となりました。 

入会当初から様々な行事に参加して参りましたが、

ある時、学校側から「文京キャンパス周辺での行事を」

との要望があり、2014年「播磨坂・小石川植物園の花

見」を行いました。その後、「江戸川から椿山荘散策」

「生田緑地民家園見学」「飛鳥山周辺の花見」「小金井

公園散策・花見」「高島平と熱帯環境植物館見学・花

見」等々、毎年、集まりを企画し続けました。 

 総会、懇談会、茗荷祭、新春芸能鑑賞会、文京サロ

ン・・・と多くの行事がありましたが、各会員が名簿

上のみの会員であるというのではなく、行事に参加し、

顔を合わせて一緒に楽しめる会であるように、名簿を

頼りに電話や手紙で参加の呼び掛けをしました。また、

行事終了後は楽しそうな場面を編集して掲示すること

を続けました。 

 本誌にも多くの記録写真が掲載されていますが、そ

の中で自分が写っていないときはカメラのシャッター

を切っている側です。いつも大声を張り上げて整列を

お願いしていたこと、高い机の上に乗って、危ない！

と心配をかけたりしましたことお恥ずかしい限りです。 

 お蔭様で行事ごとに常連の参加者も増え、誘い合っ

て集まりに参加するなど会員同士の交流も多くなり、

親しくなれたことを嬉しく思っています。 

残念なことに、役員が一挙に増えた頃、幹部の方た

ちの運営方針と私のやり方との間に食い違いが生じ、

2019年秋に役員を辞退して今日に至っていますが、今

でも皆様の楽しそうなお顔は深く私の心に刻まれてお

り、宝物となっています。 

今後、放送大学および当東京学友同窓会の益々のご

発展と皆様のご活躍やご健康を願ってやみません。 

 

同窓会と人の輪 
       元役員 山下 玲子 

東京学友同窓会設立 30 周年お

めでとうございます。 

放送大学との出会いは 16 年程

前、時間に余裕ができましたので

オープンカレッジなどを探してお

りました時に、既に放送大学で学 

んでいらした友人より放送大学の存在を知りました。

出願書類を取り寄せて入学することになりました。 

コースは「生活と福祉」です。科目の中に「服飾

と心理」という科目がありまして、ぜひ学びたいと

の思いが入学のきっかけになりました。 

その当時はテレビ放送を録画してラジオ放送を

カセットテープに録音して、ひたすら学びました。

後にラジオの科目はパソコンで視聴できるようにな

りました。 

通信指導、単位認定試験を繰り返していくうち、

ふと気が付きましたら誰一人新しく放送大学の友人

ができないまま卒業に至りました。2011年3月忘れ

ることができない東日本大震災の年でした。通常の

卒業式は中止になりました。東京文京学習センター

は新校舎建て替えのため北区浮間の仮校舎で卒業証

書をいただきました。 

その折、東京学友同窓会(当時東京文京同窓会)を

知り入会しました。まず、同窓会主催の新入会員歓

迎、東京湾クルーズ見学会・視察船「新東京丸」に

参加しました。同窓会世話人の方々の木目細かいお

世話に感動し同窓会の活動を垣間見る思いがしまし

た。その後、文京散策など行事に参加するうちに、

顔見知りの人が増え初めて人の輪が拡がりました。1

年ほど過ぎた頃に、役員(当時世話人)に参加しませ

んかと声をかけていただき、私に務まるかどうか心

配でしたが考慮した上、参加させていただきました。

そのころは放送大学に再入学して勉強も続けており

ました。徐々に同窓会報の編集委員、学園祭の運営

委員を担当させていただき、学園祭では主に懇親会

の準備を担当し数人で前もって手配し、当日は短時

間のうちに料理の準備、会場のテーブルセッティン

グなどみんなで手分けして忙しく動いていたことを

懐かしく思い出します。三位一体で学園祭に参加し

ているという充実感を覚えました。 

現在は役員から離れて3年経ちますが、人の輪も

拡がり長くお付き合いできる友人もできましたこと

は同窓会のお陰と感謝申し上げます。 

同窓会役員他関係者からの一言(続き) 
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同窓会設立３０周年に寄せて 
 役員 山田 健太郎                           

         この度は東京学友同窓会設立30 

周年、誠におめでとうございます。 

         ラジオ・テレビ・インターネッ

トといった様々な手段を活用する

ことによって場所や時間に拘束さ

れずに学習できる機会を担保する

放送大学の存在は、就労その他の 

理由により全日制の大学に通うことが難しい方々に

高等教育を受ける機会を提供するという点において

極めて大きな役割を果たしてきたことは言うまでも

ありません。 

そして、生涯学習という言葉を頻繁に見聞きする

ようになった近年においては、放送大学の存在意義

は益々大きくなっています。放送大学においては、

卒業した後に他のコース（専攻）に再度入学して複

数回卒業する方も珍しくありません。まさに生涯学

習の実践といえます。 

また、場所や時間を限定されない様々な学習方法

が提供されているのみならず、全国津々浦々に学習

拠点を有していることから、転勤等による転居も多

い現役世代のリカレント教育を支える社会インフラ

として、とりわけ重要な役割を担っています。放送

大学には、多様なバックボーンを持つ学生が多く、

そのことも現役世代のリカレント教育という観点か

らすると、多様な人脈の構築や広い視野の獲得とい

う点において、非常に有益です。 

そのような放送大学において、同窓会の存在意義

は極めて大きいものです。就労しながら学位の取得

を目指す方やリカレント教育として大学への再度の

入学を検討している方にとって、放送大学は非常に

有力な選択肢です。しかし、実際に就労等をしなが

ら大学に入学することには困難も伴います。ですか

ら、そういった方々にとって、現役の学生や卒業生

の声を聴く機会を担保する同窓会の役割は非常に重

要です。放送大学と同窓会とが密に連携し、互恵的

な関係を構築することは、入学を検討している方や

入学者にとって非常に有益であることはもちろん、

就労等をしながら高等教育を受ける権利の保障、生

涯学習社会の実現、現役世代のリカレント教育の推

進といった点において、極めて有意義であると確信

しております。 

今後とも同窓会が放送大学との協働を通じてその

役割を大いに果たし、益々発展することを祈念する

とともに、微力ながら尽力貢献できればと存じてお

ります。 

 

放送大学との長いお付き合い 

 同窓会会員 山白 恭二 

東京学友同窓会も 30 周年を迎

え、私が最初に入学してからもほ

ぼ34年が経過しようとしている。

全科履修生として入学したのは 8

回で卒業したのは7回、在学期間

の期限をオーバーして卒業出来な

かった時が1度だけある。今は選 

科履修生として2度の入学を果たし、この先も続け

るつもりだ。3 度目の卒業の後、大学院に応募した

が、残念ながら許可されずその年度の応募に間に合

わず、半年の不在期間が出来たが、それ以外はずっ

と在籍して中間レポートや試験なども全部こなして

いた。勿論力及ばず単位が取れなかった科目もたく

さんあるが、一応勉強してその科目の全体像をつか

めたと言うところで単位を落としても気は落とさな

い思考法だ。それよりも大学院の入学許可をもらえ

なかったことにより、このように全コースを学べた

ことの方がラッキーかもしれない。 

 勉強以外にもいろいろ関わりはあった。所属して

いた東京世田谷学習センターにはテニスコートがあ

り、クラブに入部すると活動中はいつでも自由に参

加できた。そして年齢的な構成はあまり変わらない

ので、学生ばかりではなく先生方もよく参加され、

たまに試合などもあったりして楽しく過ごした。ま

た学園祭参加のお誘いも受け、私（ピアニスト）と

妻（バンジョー奏者で当時は放送大学の学生でもあ

った）で、シャンソン歌手の石井慶子さんとジャズ

シンガーの出口ミホさんにも加わっていただき、ボ

ランティアでライブコンサートもしたこともある。

柴田南雄先生の古いピアノがあり入学セレモニーを

手伝ったりもした。その想い出の学舎がなくなった

のを寂しく思う人は多分大勢いると思う。実際、同

窓会の会合も何度か開かれて今後の方針を検討した

ことが何回かある。 

 学籍が東京渋谷学習センターにかわってからかな

り経ったが、何せ講義室が1つしかないものだから

面接授業の科目の選択肢が少なく、ほとんど東京文

京学習センターに通っている。このコロナ禍で面接

授業も中止になっているのが残念だ。自宅からの距 

同窓会役員他関係者からの一言(続き) 同窓会役員他関係者からの一言(続き) 
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離は少し遠くなったが、近代的で立派な建物だ。こ

こで何と言っても一大イベントは「第九を歌おう」

だった。 

 主にジャズやシャンソンの歌い手の伴奏を仕事と

している私が自分で歌う。しかもジャンルが全く違

うクラシックで! 興味本位で音楽関係の放送授業や

面接授業はたくさん取っていて、大体の方向性は把

握していたが、この案内を見たときは「これはやら

なきゃ」と直感してすぐに関係者に連絡してゼミに

紹介していただいた。その時は知らなかったがその

関係者とは当時の東京文京センターの所長で、楽器

を運んだり、練習場所の調整をしたり、実によく私

たちのお世話をして下さり、この人も余程音楽が好

きなんだろうと私は内心思っていた。実際「第九を

歌おう」イベントが終わり、所長職も引退された後、

ゼミに参加され、私たちと一緒にコーラスを楽しん

だ。このイベントの練習はなんと2年位続き、終わ

りに近づくと合同練習ということで250人が集まり

山本純ノ介さんの指揮で10回の練習会がもたれた。

お父さんの山本直純さんは私が藤家虹二クインテッ

トのピアニストとして六本木で演奏していた時、 

藤家さんのお友達ということでよく遊びに来られて

いた。クインテットで「オーケストラがやって来た」

というテレビ番組に出演したこともある。純ノ介さ

んは風貌や指揮の仕方がお父さんによく似ていると

思った。 

 最近では「中東の政治」という講義の第2回目に

ピアニストとして出させていただいた。講師の高橋

和夫先生とは歳も同じで、大阪にいたこともあり、

ニューヨークのコロンビア大学とインターナショナ

ルハウスの留学生（私は2ヶ月のみの短期英語留学

だが）という共通のご縁もあり東京世田谷学習セン

ターのテニスコート以来のお付き合いだ。スポーツ

ジムでもよくお会いするが先生はスカッシュ、私は

トライアスロンなので水泳、バイク、ラン、ウエイ

トとジャンルが違うため風呂や更衣室でバッタリ顔

を合わせる程度の「裸の付き合い」だ。本年度は「世

界の中の日本外交」という講義でオープニングとク

ロージングにちょこっと私のピアノ演奏を出してく

ださっているらしい。 

 肝心の勉強の内容はというと、今はコロナ禍で時

間だけはたっぷりあるので放送と同じペースで勉強

できる。それでも正規の8科目に加え、前に履修し

て面白かった科目を2つ、取れなかった科目も2つ、

やはりいくら時間はあると言えすぐ遅れ気味になっ

てしまう。語学が好きなのでジャズの英語、シャン

ソンのフランス語、カンツォーネのイタリア語、ラ

テン・タンゴなどで使うスペイン語、クラシックの

ドイツ語、ボサノバのポルトガル語、これらを音楽

共々もっと徹底してやりたいというのが今後の抱負

である。（ジャズピアニスト） 
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思い出すままに 

元役員 藤田 公一 

         今にして思えば、それは 1985 

年（昭和 60 年）のことである。

たまたまラジオをつけて何気

なく聞いていたのが放送大学

の番組であった。科目は思い出

せないが、興味のある内容であ

り、レベルの高さに新鮮な魅力 

を感じたことを憶えている。その時から、時々

番組を聞くようになり、放送が始まった翌年

(1986 年)に選科履修生となった。 

 数年を経て、どうせ学ぶのならと全科履修生

となり「人間の探求」を選んだ。ラジオ・テレ

ビの授業は充実したものであり、講師陣も一流

の先生方であり、放送大学で学ぶことをよろこ

んだ。特に興味と関心を持ったのは、テレビに

よる講義の中で美術関係と国際政治に関する科

目であった。美術では豊富な映像資料、美術館

や所蔵する作品、そのエピソード、時代背景や

時代精神の解説。国際政治では歴史的事件や現

地の取材で登場してくる人へのインタービュー

は政治問題に対する新たな眼を開かせるものが

あった。しかし、仕事の合間に学ぶのであるか

ら、うっかりすると授業についてゆけず、後か

ら追いかけるのが大変であった。授業の進行が

半分を過ぎた頃に提出する通信指導の記述式問

題では勉強不足のため、自分で納得のできる程

の答案を書けたことは少ない。だが、学期末の

試験で何とか解答ができた日は、気持ちが晴れ

やかで清々しい気分を味わうことがあった。     

 東京文京同窓会ができてしばらくしてからの

こと、初代会長の二村國太郎さんからのお誘い

で同窓会に入会した。皆さんが和やかな中にも

はつらつと輝いていた印象がある。研修見学会

で長野県上田市の戦没画学生が出陣の直前に描

き残していった作品を展示している「無言館」

を訪れたことがある。山の中腹にひっそりと佇

む質素な僧院のような小さな美術館であった。 

画業半ばで、家族や恋人と別れ、未練を残して

戦場へ送られていった若者達の無念さがひしひ

しと伝わってくるのであった。 

  

 

 

私は戦争末期、昭和 19(1944)年杉並区荻窪の

小学校（國民学校）に入学した。敵機の空襲が

近づいてくると警報のサイレンが鳴り、授業は

打ち切りとなり帰宅する。家に帰ってもたべる

ものもろくにない生活であった。だが、もし 10

年も早く生まれていたら、時々テレビで放映さ

れる昭和 18 年、雨の降る神宮外苑で行われた学

徒出陣の壮行会で行進する学生達の中にいたか

もしれないのだ。多くの若者が再び祖国の土を

踏むことなく戦死していった。戦後続いた日本

の平和は、戦争で亡くなっていった多くの人達

に支えられていることを思う。そして、この国

で、後期高齢者になっても学べる場所があるこ

との有難さをしみじみと思う。同窓会では当初、

例会と懇親会を兼ねた一泊旅行があった。又北

海道旅行に参加したこともある。札幌の北大の

構内にある放送大学に寄り、クラーク先生の銅

像をバックに写真を撮ったり、小樽の街を散歩

して一泊し、道南を廻って、大沼で遊び、函館

山に登って眺望を楽しみ、湯の川温泉に泊まり、

名物の函館の市場で買い物をした。あの時は北

海道出身の二代目会長の高橋照一郎さんがいろ

いろと手配やお世話をしてくださったが既に故

人となられて久しい。 

 同窓会設立 30 周年、中年だった私も後期高齢

者となり、丑年の今年は年男となった。昨年来、

コロナ禍で世界中が停滞している。生涯学習も

命あってこそのことである。平凡な日常生活を

送ることがどれ程幸せな事かということを知ら

された。長らくご無沙汰している同窓会の皆様

の消息が気がかりである。コロナ禍の一日も早

い終息を祈り、また茗荷谷のあの校舎で学べる

日の来ることを心待ちにしている。 
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放送大学東京学友同窓会の設立は、東京第一同窓会が 1990(H2)年 11 月、東京第二同窓会が 1991

（H3）年 3月。その後、2012 年 4 月に東京世田谷学習センターが、東京渋谷学習センターへの移転

に伴い、東京第一同窓会はその活動が出来なくなり、一時中断しておりました。その当時、私が会

長をしていた東京文京同窓会(旧東京第二同窓会)に相談があり、両同窓会は合併に合意し、

2015(H27)年 4 月に「東京同窓会」として新たなスタートをすることになりました。その後、同窓

会の中には、卒業生であり、学生でもある多くの同窓会会員がおられることが判明し、約 1,200 名

を有する同窓会として、その名称も「東京学友同窓会」と改名して、活動することになりました。 

上記東京第一同窓会の設立は 1990 年 11 月、東京第二同窓会の設立は 1991 年 3 月ですから、当

東京学友同窓会は、2021(R03)年 3 月には、設立 30 周年を迎えることになり、この度、その記念誌

を発行することになりました。 

 今回の記念誌の内容につきましては、当初、設立 30 周年記念祝賀会開催内容を含めた形で 掲載

を予定しておりました。しかし、2020 年 2 月からの「新型コロナ禍」の現状に鑑み、当分記念祝賀

会が開催できないことから、別途祝賀会を開催するものとし、その内容は当東京学友同窓会会報に

特集号として掲載するものとし、やむなく記念誌では掲載しないことにいたしました。 

 今回の設立 30 周年記念誌の編集作業は、コロナ禍における対応となりましたが、そのような中、

放送大学学園の学長、東京文京学習センター及び東京渋谷学習センターの所長及び事務長等関係者

の皆様には、お忙しい中にも心温まるご寄稿をいただきましたことに対し、改めて感謝とお礼を申

し上げます。 

また、関東甲信越地区同窓会会長又は代表者の皆様からも、心温まる一言等の原稿作成送付をい

ただき、そのご協力に感謝いたします。 

顧みて、当東京学友同窓会の現状につきましては、合併時の同窓会会員総数は約 1,574 名でした

が、現状では、約 1,140 名と減少の状態で推移しております。その中で、特に会員の高齢化が見ら

れ、若返りをしていくことが求められております。同時に情報社会の進歩に伴い、特にコロナ禍に

おける働き方改革や AI 等活用した事例にみられる対応等社会の変化とその進展が見られます。当

東京学友同窓会活動においても、例外ではなく、東京文京学習センター及び東京渋谷学習センター

側との情報を共有しつつ、当東京学友同窓会活動に際し、Web 活用等同窓会活動をより魅力あるも

のに変えていくことが求められているといっても過言ではありません。この記念誌がその一助にな

れば幸いです。 

 最後に、編集にあたりご寄稿・ご支援・ご協力をいただきました諸先生初め、関係者の皆様に対

し厚くお礼と感謝を申し上げます。  

    2021(令和 3)年 3 月 

      放送大学東京学友同窓会 

       設立 30 周年記念誌編集委員会  

          編集委員長  齊藤 成吾 

 

 

編 集 後 記 

編集委員：小瀧 千春  浅野 佐保子  大野 和子 

住田 澄枝  砂川 久子   木村 寛子 

岩田 稔   藤田 豊    荒井 知子 

西岡 進   牧 ユキ子   宇田川 孝男 

      大坪 力基  堀内 晃代   山田 健太郎 

      井川 水史  足立 昭子   神澤 透 

      峯岸 ミエ  佐藤 弘泰   松澤 宏子 

      内田 しげ  川井 東子   諏訪 陽子     

2020年度ミニWeb総会開催(2020年6月28日） 2020年度Web役員会開催(2021年2月6日）
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